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平成19年度 第1回 宮前区区民会議 

 

1 日 時 平成19年5月25日（金）午後6時 

2 場 所 宮前区役所 大会議室 

3 出席者 

(1) 委 員 小林委員長、永野副委員長、浅野委員、宇賀神委員、亀ヶ谷委員、 

末澤委員、鈴木（恵）委員、髙木委員、長谷川委員、福本委員、松井委

員、松本委員、三谷委員、目代委員、渡辺委員 

(2) 参 与 浅野参与、飯田参与、石川参与、石田参与、太田参与、佐々木参与、矢沢

参与、山田参与、福田参与、持田参与 

(3) 事務局 区長、副区長、総務企画課長、総務企画課企画調整担当主幹、こども総合

支援担当参事、保健福祉センター所長、地域振興課長 

4 議 題 

(1) 区民会議からの提案に対する取組について（公開） 

(2) 専門部会の審議状況について（公開） 

明日のコミュニティ部会報告 

(3) 今後の審議課題について（公開） 

(4) 区民会議委員の任期について（公開） 

(5) その他（公開） 

5 傍聴者数 11人 

 

午後6時7分開会 

司会 皆さん、こんばんは。大変お待たせさせてすみませんでした。 

 それでは、定刻になりましたので、これより平成19年度の第１回宮前区区民会議を

開催させていただきます。 

 本日の進行を務めさせていただきます、私、宮前区役所副区長の岩澤でございま

す。どうぞよろしくお願い申し上げます。 

 恐縮でございますけれども、着席させていただきます。 

 それでは、開会前に少し事務連絡をさせていただきたいと存じます。本日の会議開

催に当たりまして、この会議は川崎市審議会等の会議の公開に関する条例に基づきま

して公開とさせていただいておりますので、傍聴者、報道機関等の取材を許可してお

りますのでご了承いただきたいと存じます。また、会議録の作成に当たりましては２

名の速記者の同席をいただいておりますので、よろしくお願いいたします。そして、

本日発言のございました方々につきましては後日ご確認等をお願いいたしたいと存じ

ます。よろしくお願いいたします。 
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 また、本日の傍聴の方々につきましては、お願い事でございますが、壁、入り口に

貼付してございます遵守事項をお守りいただきますようにお願いいたします。また、

本日の会議に関するアンケート用紙を事前にお配りしておりますので、そちらの方も

お帰りの際につきましてはご提出をお願いしたいというふうに存じます。 

 次に、本日の委員、参与の方々の出欠の状況についてでございますけれども、事前

にご連絡をいただいております方々についてご紹介をさせていただきたいと存じま

す。まず初めに、欠席の委員、参与の方々でございますけれども、委員につきまして

は、川西副委員長、小泉委員、鈴木和子委員、藤澤委員の４名、平子参与から事前に

ご連絡をいただいております。また、本日は大変お忙しい中ご出席をいただいており

ますが、飯田参与、福田参与、石田参与におかれましては、公務につきまして、所用

の関係で途中で退席をされるということを事前にご連絡をいただいております。な

お、最後になりますけれども、若干おくれている方々がおりますが、川島委員、浅野

参与、石川参与、織田参与につきましては後ほど到着次第お席に着かれるというふう

にご連絡をいただいております。 

 それでは次に、本日皆様のお手元に配付してございます資料の方の関係のご確認を

させていただきたいと存じます。 

 まず、Ａ４判１枚物でございますけれども、表紙になっております本日の会議次第

と別紙１、座席表、別紙２、宮前区区民会議委員・参与名簿でございます。次に、議

事にかかわる資料でございますが、Ａ３判のものでございます。資料１、宮前区区民

会議からの提案に対する取組状況、こちらにつきましては８ページ物でございます。

番号が右下に振ってあると思います。次に、資料２、明日のコミュニティ部会の審議

状況（報告）、１枚物でございます。次に、資料３、宮前区地域防災計画、こちらに

つきましては冊子になっておりますので別置きをさせていただいております。つづり

に戻りまして、資料４、「地域防災力の向上」に関する審議の考え方、Ａ３判の１枚

物です。次に、資料５、宮前区における課題一覧、Ａ３判１枚物です。資料６、地域

社会における課題の整理・関連付け、Ａ３判１枚物です。資料７、第１期宮前区区民

会議委員任期（案）、最後のつづりとなりますが、Ａ４判３枚物で、次は資料８の区

民フォーラムのアンケート結果でございます。このほか、お手元に参考資料といたし

まして、地域課題の解決を図る事業実施団体の募集チラシ、また観光協会の会員募集

のチラシ、川崎市都市計画マスタープラン宮前区構想をお手元に置かせていただいて

おります。以上が本日の配付資料でございます。ご確認の上、落丁等不足がございま

したら挙手をお願いしたいと思いますが、よろしいでしょうか。 

 それでは、早々でございますけれども、会議に入らせていただきます。では、お手

元の次第に沿いまして会議の方を進めさせていただきます。なお、本日は若干ハンド

マイクを置いてありますけれども、ハウリングの関係もございますので、申しわけご
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ざいませんが、発言が終わりましたらスイッチのオン、オフをよろしくお願いしたい

というふうに存じます。 

 それでは初めに、会議の開催に当たりまして、区民会議の事務局を代表いたしまし

て、区長の大下よりあいさつをさせていただきます。それでは、区長、よろしくお願

いいたします。 

 

１ 開 会 

区長 皆さん、こんにちは。区長の大下でございます。 

 きょうは、皆さん、大変お忙しいところ、また雨の中を宮前区第１回の今年度の区

民会議にお運びをいただいてまことにありがとうございます。お礼を申し上げたいと

思います。 

 この区民会議は２年目に入ったわけでございますが、昨年度は３月に皆様方区民会

議の主催によりまして区民会議フォーラムというのを開催していただきました。この

フォーラムでは、皆様方が高齢者福祉と子育て支援に関する17項目にわたる提案を出

していただきまして、その紹介と、そして私ども区役所として、この17項目の解決策

の実現に向けての取り組みの方向性等について私の方から紹介をさせていただきまし

た。あれからほぼ２カ月たっているわけでございますけれども、その間に、区役所と

いたしまして、17項目への取り組みをそれぞれの所管部署で２カ月間にわたって取り

組みをしてまいりました。その結果をきょう報告させていただこうというふうに思っ

ております。中には解決に向けての取り組みがなかなか困難な項目もございまして、

進捗状況がいま一つというのもございますけれども、その辺は別に手を抜いているわ

けではございませんで、一生懸命取り組んでいるわけでございますので、忌憚のない

ところ、事実関係をはっきりときょうご報告をさせていただこうと思っております。

よろしくお願いしたいと思います。 

 それから一方で、この17項目の中には、私ども行政が取り組むというよりも、区民

の皆様、地域の皆様が主体的に取り組まなければ解決できない、そういった性格のも

のも幾つかございます。したがいまして、本日の会議では、委員の皆様にお願い申し

上げたいのは、区民の皆様が主体となって地域で取り組むべき取り組み方について、

どうやったら実現できるか、そういった点についてもきょうご討議をお願いしたいと

いうふうに思っている次第でございます。 

 さて、本日は今年度の第１回目でございますけれども、新たな課題も出てまいると

思いますが、それに対する解決策のご討議はもちろんでございますけれども、既に先

ほど申しました提案されている17項目についてどうやって実現していくかということ

が極めて重要な年になってくると思います。委員の皆様、２年の任期の中で、一つ区

民会議としての成果を出していくということが、区民の皆様に区民会議の役割という
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ものを広く知っていただいて、認識していただいて、区民会議への期待を高めていた

だくという意味でも、周知をするという意味でも極めて重要でございますので、その

点もあわせてきょうの中で積極的にご議論いただきまして、課題の提出及び課題の解

決策の実現、そういった両面において熱心なご討議をお願い申し上げて、簡単でござ

いますけれども、冒頭のごあいさつとさせていただきます。よろしくお願いいたしま

す。 

司会 ありがとうございました。 

 それでは、ただいまからの進行につきましては、委員長でございます小林委員長に

お願いをしたいと思います。よろしくお願いいたします。 

小林委員長 それでは、これから私が進行を務めさせていただきます。 

 初めに、退席をされる予定の参与の先生方がいらっしゃいますので、新たにご当選

されたこの席にご参加いただきました参与の方、先にひとつ自己紹介をお願いしたい

と思います。皆さん、どなたから、浅野さんはいらっしゃらないから、順番はどうい

うふうになりますか。では、飯田さんの方からひとつ。 

飯田参与 飯田満でございます。また今期４年間、どうかよろしくお願いを申し上げま

す。この区民会議がさらに発展されますことをともに協力していきたいと思いますの

で、どうかよろしくお願い申し上げます。 

石田参与 皆さん、こんばんは。引き続き４年間参与としてこの会議に加わらせていただ

くことになりました石田康博でございます。これからも引き続きまして、地域の課題

は地域の中で見つけて、そして地域で解決ができるよう、そんな取り組みを皆さんと

一緒に努めさせていただきたいと思います。どうぞよろしくお願い申し上げます。 

太田参与 皆さん、初めまして、太田公子でございます。初めましてというよりも、まち

づくり協議会で２年間皆さんと一緒にまちづくりを勉強させていただいてまいりまし

た。これをこれからの４年間しっかりと私は皆さんとともにまた発展させていければ

うれしいと思いますので、どうぞよろしくお願い申し上げます。 

佐々木参与 佐々木由美子です。よろしくお願いいたします。区民会議が市民が自治する

まちづくりの第一歩となるような会議になるようにともに頑張ってまいりたいと思っ

ておりますので、よろしくお願いをいたします。 

矢沢参与 皆さん、こんばんは。引き続きお世話になります矢沢博孝と申します。２年間

議長という仕事の中で少しこの区民会議にも―すべて出られたわけではないと思いま

すけれども、これから４年間、一生懸命皆さんとともに汗の報われる会議にしていき

たいと、このように思っていますので、どうぞよろしくお願いいたします。 

山田参与 皆様、こんばんは。山田晴彦でございます。また４年間お願いいたします。き

ょうは読売新聞に鈴木委員の記事が出ておりました。区民会議は本当に宮前区にとっ

て大切な会議でございますので、私たちも一緒に参加させていただいて、市政のため
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に一生懸命頑張ってまいりたいというふうに思いますので、どうぞよろしくお願いい

たします。 

福田参与 こんばんは。県会議員の福田紀彦でございます。また４年間お世話になります

が、よろしくお願いします。先ほど区長さんのお話がありましたように、今年の１年

が大変重要な年だというふうに思いますので、また一緒にかかわっていきたいと思い

ます。どうぞよろしくお願いします。 

持田参与 皆様、こんばんは。県議会議員の持田文男でございます。引き続きましてまた

４年間お世話になるわけでありますけれども、まずよろしくお願いを申し上げたいと

思います。 

 そして、区民会議でありますけれども、出席をさせていただきながら、皆様方のい

ろいろなお話をお聞かせいただいております。まず地域の中はもちろんでありますけ

れども、また、議会という立場の中からも皆様方のご意見を私は非常に受けとめさせ

ていただきたいと思っておりますし、またそういった立場の中からも努力をさせてい

ただきたいと思います。よろしくお願いいたします。 

小林委員長 それでは、先生方、どうもありがとうございました。これからどうぞよろし

く、また参与という立場でご意見をいただきたいというふうに思います。 

 議事に入ります前に、前年度、時間が限られた中で参与の先生方のお話を聞く機会

が全くなかったということで大変恐縮しております。そして、区民会議の委員の中か

らすべてに聞いたわけではないんですが、参与の先生方と意見交換の場を設けたらど

うだという声が幾つか出まして、皆さんにお諮りしたいというふうに思います。場所

とか日時とか、そういうのが決まりましたら私どもの方にお任せいただくということ

で、そういう参与の先生方と意見交換の場を設けてよろしいでしょうかということを

委員の方々にお諮りしたいと思います。ご意見いかがでしょうか。 

(「異議なし」の声あり) 

司会 異議なしでよろしいでしょうか。それでは、場所とか方式とか日時とか、そういう

のは私と両副委員長、それから行政側と相談いたしまして考えてみたいというふうに

思いますので、どうぞよろしくお願いします。その間、時間の関係で余り発言を求め

る機会がなくて大変恐縮することになると思いますが、どうぞそういうことでよろし

くお願いしたいというふうに思います。ありがとうございます。 

 

２ 議 事 

 

(1)区民会議からの提案に対する取組について 

小林委員長 それでは、議事に入らせていただきます。初めに、区民会議からの提案に対

する取組についてでございますが、昨年度、高齢者福祉と子育て支援については区役
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所への具体的解決策を提案いたしましたが、この際、その後の進捗状況につきまして

区民会議でご報告をいただきたいというふうに思います。それでは、まず区役所の方

から報告をお願いしたいと思いますが、最初は田邊企画調整担当主幹からでしょう

か。 

田邊総務企画課主幹 この４月に企画調整担当主幹ということで宮前区に異動してまいり

ました田邊と申します。きょう初めてお目にかかる方もいらっしゃるかと思いますけ

れども、どうぞよろしくお願いしたいと思います。 

 それでは、座ってご説明させていただきたいと存じます。 

 それでは、資料１をごらんいただきたいと思います。資料１、宮前区区民会議から

の提案に対する取組状況ということでございまして、本年の３月に皆様方からご提案

いただきました案件につきまして、どのような具体的な取り組みがなされてきたのか

ということを、きょうを初めといたしまして、今後の区民会議の中でご報告をさせて

いただきたいということでこのような資料をご用意させていただきました。この資料

の全体的な流れを私の方から説明いたしまして、各提案ごとの説明は担当の部長の方

にお願いするということにしてございます。 

 この資料１を見ていただきますと、まずこの提案に対する取組状況の報告ですけれ

ども、区といたしましては、毎月第２水曜日に企画調整会議という会議がございまし

て、そこで所管の部長さんから１カ月間の成果をご報告いただくという形になってご

ざいます。この資料でございますけれども、基本的には３月のフォーラムで活用しま

した資料をベースに作成してございます。 

 一番上の提案１をごらんいただきたいと思います。皆さんからいただきました提案

１ということで、提案名、ご近所サークルの形成ということ、それから担い手という

ことで、市民、区役所、市役所といったところに印がつくような仕組みになっており

ます。さらに、新たに所管課ということで、こちらに所管課名も記載させていただき

ました。 

 その隣の欄でございますけれども、提案に対する区の取組の方向性ということで、

３月に区の方向性を提示させていただきましたけれども、それをこちらに記載させて

いただいております。 

 その次の欄でございますが、これまでの取組内容ということでございまして、提案

に対する市民の皆様及び区役所のこれまでの取組内容ということで、基本的には３月

のフォーラム時点での取組内容をこちらに記載させていただきました。これにつきま

しては、今後取り組みが進むにつれましてこちらの取組内容の欄が積み重なっていき

まして、量が厚くなっていくというような仕組みを考えてございます。 

 そうしまして、一番右の欄でございます。黒い枠で囲まれた欄でございまして、こ

ちらが今回のご報告の中心になる部分でございまして、地域の皆さんの取り組みと行
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政の取組といった２方向からの取り組みの報告をさせていただくという形になりま

す。この地域の取組の部分につきましてはまだ空欄の部分が多うございますが、これ

は行政が現状で把握できたものを本日は記載させていただきまして、多少漏れがある

かもしれませんけれども、ご容赦願いたいと存じます。 

 行政の取組につきましては、だれが、いつ、どのようにといったように、できるだ

け具体的にご報告をするような形で取りまとめてございます。 

 それでは、詳細につきましては各担当の部長の方からさせていただきたいと存じま

す。 

小林委員長 それでは次に、保健福祉センター。 

松林保健福祉センター所長 皆様、こんばんは。保健福祉センター所長の松林と申しま

す。日ごろから保健福祉行政の推進にご理解、ご協力いただきましてありがとうござ

います。 

 私の方から高齢者の関係の報告をさせていただきますけれども、着席して報告させ

ていただきます。 

 それでは、私の方から説明しますけれども、左の方の部分についてはもう既に報告

済みのことが多いことですので、右の黒枠についてを中心にして報告していきたいと

思います。 

 まず、提案１につきましては、ご近所サークルの形成ということで提案がありまし

た。ここで１つ訂正が最初からあるんですけれども、「①ご近所サーク80ルの普及啓

発」と書いてありますけれども、これは「80」というのをとっていただいて、「ご近

所サークルの普及啓発」というふうに訂正をいただきたいと思います。 

 それで、このことにつきまして行政の取組ということで報告していきたいと思いま

す。地域での具体的な取り組みを広く紹介する取り組みの一つとして、区役所の２階

のロビーにあるテレビにおいて地域の取り組みの紹介のビデオを５月22日から放映し

始めています。ご近所サークルの取組紹介という内容でございます。 

 また、市政だより５月号の区版におきまして、地域の魅力や地域課題への取り組み

などを撮影・編集してくれるボランティアの募集記事を掲載し、今のところ１名の登

録がありました。今後、このビデオの内容としては宮前区内の地域の魅力ある部分を

紹介していくと思いますけれども、私たちとしましては、区内各地域で行われている

健康体操や散歩の活動、またわたしの町のすこやか活動、また高齢者の会食活動とか

いろんな取り組みがされておりますけれども、その辺もビデオに撮って流していけた

らいいなと思っております。 

 それから、２番目の地域ぐるみの散歩活動などの実施ということで説明したいと思

います。 

 それから、ちょっと１つ言い忘れたんですけれども、この４月、５月というのは各
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団体のいろいろな総会がありました。その席上で、区民会議からの報告について、そ

れぞれ区長を初め僕たちも報告して理解を求めてきたし、ＰＲ活動にも努めてきたと

ころでございますので、その辺もちょっとダブってしまうかもわかりませんけれど

も、そういうようなことも行ってきました。 

 地域ぐるみの散歩活動につきましては、地域の取組としましては、ここに書いてあ

るとおり、昨年度の、19年の１月から２月に実施した私の町の介護ボランティア講座

を地域保健福祉課が実施しまして、２月19日に自分たちの住んでいるところでもそう

いう体操を実施したいという声が上がってきました。その具体化に向けて、地域の

方々、民生委員さん、町会、包括支援センター等と４月23日に話し合いを持ちまし

て、５月15日から新たに有馬さくら公園であおぞら体操が始まったところでございま

す。 

 また、このＰＲとしましては、４月19日に開催されました老人クラブの定例総会に

おいて区民会議の提案を報告し、高齢者福祉部会の内容について説明を行いました。

特に散歩活動につきましては、皆様方につくっていただきました宮前区ガイドブック

というのがありますけれども、これを配布しまして、区内のいろんな散歩コースがあ

るので、ぜひ利用をしてほしいということを伝えました。また、各地で健康体操が行

われているので、その辺にも参加していただきたいということもお願いしてきたとこ

ろでございます。 

 また、昨年度から新たにあおぞら体操クラブ、これは有馬中央公園、鷺沼さわやか

体操（鷺沼会館）、モーニング体操（蔵敷第３公園）、この３つの体操グループが始

まっていますので、その辺で体操指導の補助等の支援を行っているところでございま

す。 

 また、４月12日に行われました運動普及推進員の定例会の席上で、このような区内

各地で実施している体操グループの情報を伝えるとともに、協力依頼を行い、また、

運動普及推進員が健康づくりボランティアとして地域で活躍していくことを再確認し

ました。 

 また、もう１つは、川崎フロンターレが介護予防事業としてフロンタウンさぎぬま

で40歳以上の男女を対象にした青空いきいきウォーキング＆健康体操教室を始めるこ

とになりましたので、その案内ビラの配布を５月21日の老人クラブの定例の理事会で

行って協力してきました。 

 次の項目に移らせていただきます。次の項目は提案３の出前講座の実施ということ

ですけれども、このことにつきましては提案７の成年後見制度と絡めて話したいと思

いますけれども、４月18日に開催されました地域包括支援センターの地域ケア連絡会

議運営委員会で10月に成年後見制度について研修会を行うことを決定しました。 

 また、行政の取組としましては、その席上ですけれども、市の消費者行政センター
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や県くらし安全指導員などが、こういうところも出前講座をしてくれるということを

知りましたので、こういう諸機関も活用いただいて高齢者関係の出前講座を開催して

いくことの呼びかけを行ったところです。 

 昨日ですけれども、７月下旬に向ヶ丘地区で介護保険制度についての勉強会を開き

たいとのご連絡が入りましたので、またこれは具体的になりましたら次回の会議とか

で報告していきたいと思います。 

 ４番目の高齢者の学校給食体験の実施ということにつきましては、これについては

前回区長からもお話がありましたとおり、学校給食で栄養補給というのは難しいとい

うことで、高齢者の生きがいづくりということに変更させて進めさせていただいてお

ります。 

 今のところ、モデル校を土橋、有馬の２校に設定しまして学校や教育委員会と話を

進めているところです。学校としては世代間交流というのは授業の一環で取り組むこ

とになると思いますけれども、学校自体のいろんなカリキュラムがありますので、そ

こに入り込めるかなかなか難しいところもあるんですけれども、今のところ、引き続

き調整に向けて努力しているところでございます。 

 続きまして、提案５の地域で高齢者を見守る会議の設置でございますけれども、こ

れにつきましては、地域の取組と行政の取組が同じようにダブって書いてありますの

で、行政の方の取り組みで説明させていただきますけれども、４月18日の地域ケア連

絡会議運営委員会におきまして、区民会議の委員さんがこの会議に入っておられます

ので、この委員さんから区民会議の報告の説明をしていただきました。地域の高齢者

の見守りを行うために地域包括支援センターの取り組みが必要であることについて全

体の理解を深めることができました。ただし、地域包括支援センター自身がまだまだ

区民の方たちに認知されていないという実情があるということが再確認できましたの

で、この辺について各地域包括支援センターのＰＲを積極的に進めていく必要がある

ということを再確認して進めていこうということを確認し合いました。 

 また、各地域包括支援センターごとに開く地域包括ケア会議の開催、これは上に書

いてあるんですけれども、既にできているところとできていないところがありますの

で、その会議の開催の今後の見通しについて討議を行い、地域とのつながりをつくっ

ていくことが重要であるので、さまざまな方法で地域に出て行って名前を売っていこ

うということを確認してきたところでございます。 

 高齢者の提案６については後ほど副区長から説明申し上げます。 

 提案７の成年後見制度の普及・啓発につきましては、先ほどの出前講座とダブるこ

ともありますけれども、平成19年４月の民生委員の合同協議会というのがあります。

宮前地区と向ヶ丘地区であるんですけれども、その各合同民生委員協議会と老人クラ

ブの総会でも成年後見制度のパンフレット、もちろん先ほど言いましたように区民会
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議の報告もひっくるめて報告を行ってきたところです。また勉強会をぜひ開いてほし

いということを提案してきました。 

 ちなみに、成年後見制度がどのくらい利用されているのかをちょっと調べてみまし

たところ、18年度で家裁の川崎支部の扱ったのが全市で265件あったということを聞き

ました。これは高齢者ばかりでなく若い人もひっくるめてだと思いますけれども、平

均すると、区にして７で割ると40件弱かなと思います。それからまた、高齢者の関係

で市長が申し立てを行った成年後見制度、これは保健福祉センターが本人にかわって

受けて、市長の名前で申請を行うということなんですけれども、全市で23件、宮前区

では３件でした。ただ、今年に入って高齢者関係の成年後見の相談が増えてきている

ような傾向にあるように思います。 

 また、成年後見につきましては、もう既に皆様ご存じだと思うんですけれども、５

月９日の朝日新聞に出ていましたが、その成年後見制度を悪用して、高齢者の財産

を、アパートと土地を持っていたのを評価額の半分で売らせて、さらに売ったお金の

2,000万を自分たちの事業か何かに投資させて使っちゃったというような報告もありま

したので、今後についてはその辺の注意も喚起をしながら、こういう制度の普及に努

めていかなきゃいけないかなと思っているところでございます。 

 以上が私の担当の部門です。 

佐々木こども総合支援担当参事 こども総合支援担当の佐々木と申します。子ども部会の

提案について、地域または行政の取り組みについてご報告をいたします。座って報告

をさせていただきます。 

 それでは、提案１の健診時における情報の収集・発信でございますけれども、保健

所待合スペースにおける子育てグループとの協働による情報の収集・発信につきまし

ては、保健所の待合スペースに自主グループの紹介掲示等、情報案内を行っておりま

す。４月、５月にはこども相談窓口開設、子育て応援セミナーのチラシを置いて広報

等をしております。さらに、健診時に子育ての掲示や資料ファイルを見て活用できま

すよう、上半期中には健診に先立つガイダンス等で関係情報のポイントを紹介してま

いります。 

 公立保育園の保育士などによる専門的立場からの相談体制の確立につきましては、

公立保育園園長会及び区役所内部での調整をとりながら、１歳６カ月健診時に保育士

２名が相談員として年内にできますよう協議をしております。 

 子どもに関する調査結果の提供と不足している情報に関する調査の実施につきまし

ては、乳幼児の健診時におきまして、児童や家庭を対象とした各種の調査が既に行わ

れておりまして、この間の委員との話し合い等の中で、こども文化センターの利用に

関する調査やニューファミリー事業の調査などを紹介し、その概要を提供しておりま

す。また、親子の居場所づくり調査を平成19年度実施しますけれども、それを活用
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し、従来の調査では得られない情報が得られる実態調査となるよう予定をしておりま

す。 

 提案２につきましては、町内会組織等を利用した効果的で効率的な地域子育て情報

の発信でございますけれども、子育て情報紙「子育てかわら版」発行及び地域への回

覧につきましては、子育て支援関係者連絡会―子支連と申しますけれども―におき

まして編集打ち合わせを行いまして、子育て情報の地域への発信として、平成19年７

月発行分から町内会等へ回覧を行ってまいりたいと考えております。その際、町内会

等への回覧に伴いまして発行部数の増加と検診等の日程表などを追加し、内容の充実

を図ってまいります。内容の充実に当たりましては、地域から自主グループ等の活動

紹介の充実の希望がございますので、編集に配慮してまいります。 

 提案３の公立保育園の園庭開放などにおける積極的な声かけの実施ですが、園庭開

放における状況に応じた相談等への対応につきましては、気軽に相談できることをホ

ームページ等でＰＲしております。なお、育児相談の実績は、平成18年度で203件とな

っております。育児相談の中身につきましては、離乳食についてですとか、あるいは

他の子と同じように発達をしているかとか、あるいはおむつ、排せつですね。それか

ら保育園に入所できるか、こんなことが育児相談で多い様でございます。提案１の健

診時における保育相談を進めておりますので、それが実現したときにその場でもＰＲ

をしてまいりたいと考えております。 

 公立保育園における子育て世帯を対象とした育児相談の対応につきましては、自由

に地域の方が相談できますよう、看板の設置、または小さい場合にはリニューアルを

して、年度内にそうしたＰＲが広がっていくように園長会で現在協議をしておりま

す。 

 提案４の赤ちゃん広場の拡充でございますけれども、市民が主な担い手と位置づけ

られておりますが、できるだけ協働の取り組みとなるよう行政としてできる取り組み

を説明し、協議をしております。地域とともに進めていくということで、まず行政と

してできることは、場の提供、現在、赤ちゃん広場の会場となっておりますこども文

化センター等につきまして、利用しやすいようにというさまざまな声が幾つか出てお

りますので、こうした運営に当たっている自主グループ等の要請を整理しまして、年

度内に関係局、関係団体との調整を図ってまいります。 

 職員の派遣、資料の提供につきましては、当然これを行うとともに、親子の居場所

づくり調査を通じまして、今までとれなかった情報というのは、サービスを利用して

いない子育て中の方、また利用できない方のいろいろなニーズを把握して、こういっ

たものを含めて協働に役立たせていきたいと考えております。 

 また、担い手の養成が大事でございますので、年間、今年12回行います親子の子育

て応援セミナー、５月に、昨日開始したところですけれども、あるいは委員の方とと
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もに、市民館の家庭教育学級などで、地域活動に参加する楽しさや意義を口頭などで

紹介しておりますし、またさらにしていきたいと思っております。 

 提案５の子育て支援センターの拡充でございますけれども、昨年度の２回の試行実

施を上回るよう、地域への協力依頼を含めて検討しております。現在のところ、さぎ

ぬま、すがおの子育て支援センターで９月29日の土曜日、12月１日の土曜日に実施を

し、また、応援セミナーの中で、10月27日の土曜日、すがお子育て支援センターで実

施を予定しております。また、委員からは、回数増だけではなく、子育て支援センタ

ーの充実に向けて次のような細かな要望がございました。平日の対応、土曜日の開所

時ということで要望がありますので、関係機関、施設につなぎ、協議をしてまいりた

いと考えております。 

 提案６の公立保育園園庭開放の拡充でございますけれども、園庭開放は従来から全

園で実施をしております。平成19年度は既にご報告したとおり６園で拡充をしており

ますので、この拡充した内容で実施してまいりたいと考えております。 

 提案７の地域における公園管理の促進につきましては、後ほど副区長から説明をい

たします。 

 提案８の子育て関連支援組織による協議会（ネットワーク）の立ち上げと運営につ

きましては、委員及び行政の両方で協力しながら、子育て支援関係者連絡会（子支

連）の会議で、行政中心の業務連絡会の位置づけの会議から、参加する民間団体・自

主グループ等が代表となり区民協働の協議体となるよう見直しを提案しております。

また、この乳幼児の子育て支援に関しては、実務者を構成員としておりますこの子支

連を、もう１つあります、子ども全体を討議し、関係機関・団体の代表によるこども

総合支援関係者懇談会を通じて応援をしてまいりたいと考えております。 

 提案９でございます。提案９の地域などへの出前講座の実施でございますけれど

も、これまでの取組内容にありますように、現在、公立保育園や保健福祉センターで

は、日常の業務と調整しながら、各地域、団体等の要請を受けて、各種の講座、広場

等に、例えば平成18年度では、保育園で170回前後、保健福祉センターで100回前後保

育士や保健師などを派遣しております。行政の取組としましては、子育て支援団体に

対して、講座、学習会、ミニ講演会等の開催についてあれば要請してくださいという

ことで呼びかけております。今後とも講座内容に合わせて、業務の調整が図れる限り

保健師や保育士など職員の派遣をしてまいります。 

 また、出前講座の提案につきましては、委員と何度も協議した中では、多少誤解も

あったということで、講座を地域ごとに分割するといった意味ではなくて、四角の中

の線内にありますように、きめ細かな対応が大事な場合があります。そういった中に

あります救急救命の講習会のときにいろんな小さなグループがなかなか出られないと

きが具体的にあるんだと、そういったときに対しては具体的な対応をしてまいりたい
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というふうに考えております。 

 以上でございます。 

小林委員長 それでは、補足の部分、副区長の方からひとつ。 

司会 では、私の方から３点ご説明したいと存じます。 

 ３ページをお開きいただきたいと思います。下段の提案６に団塊の世代による高齢

者福祉のサポートでございます。こちらの方は行政の取り組みといたしまして、去る

３月21日に宮前区におけますシニア支援のキックオフという形で、団塊の世代の方々

を対象としました講演会を開催させていただきました。 

 その後、その翌日早々に、３月22日になりますけれども、「よろずシニア本舗みや

まえ」という看板を掲げさせていただきました。そこでは、毎週木曜日の午前中にシ

ニア相談という中でご相談を受けるように開設をしていまして、既にそうした活動を

されている方にお願いしまして相談事業を開始しておりますが、スタートして間近と

いうこともございますので、期間も浅く、今のところは期待した数字には届いていな

いのが現状でございます。したがいまして、こうしたことを受けまして、先週の５月

20日、みやまえふれあいフェスタというのがこちらの区役所の広場、市民館との間、

そういったものを使って行われましたので、私どももブースを設けさせていただきま

して開設をしましたところ、１日10名の方が訪れたということで、若干ですが、成果

はあったのかなというふうに思います。 

 また、そういうことも受けまして、今後はアンケートの調査、シニアリーダーの育

成事業という中で調査を行いまして、行政に求められる意識とかそういったものを調

査させていただきまして、できますれば、求められれば出前講座とかそういった形で

少し外に打って出て、皆様に１つでも一助になればというふうに思っております。ま

た、講演会等もキックオフで単発で終わることなく、求められるものがあればこれを

継承していき、区内にこういった活動を浸透していきたいというふうに考えておりま

す。本件につきましては以上でございます。 

 続きまして、４ページ下段をお開きいただきたいと思います。提案８でございま

す。市営住宅などにおきますひとり暮らしの高齢者の見守りということでございます

が、こちらにつきましては既に野川の西団地の会長さんも鋭意努力されていまして、

既に民生委員とかこういった管理人の方々のご協力を得ているということもございま

すので、行政側といたしましては、こういった状況を把握するために、構成等を把握

するということでまちづくり局からこうした情報の資料提供を先日受けたところでご

ざいますので、こういったものを参考にこれから分析をしていきたいというふうに思

います。 

 また、一例として、そこに掲げてございますように、在住を確認するという意味

で、郵便ポスト内、日々郵送されるものですとか新聞ですとかそういったものから確
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認ができるということもございますので、地域の郵便局ですとか新聞の配達の営業所

の方々のご協力を得ながら、そういった安否の確認もできるのではないかということ

で、ここら辺も日が浅くなりましたら、５月中に調整をしていきたいというふうに考

えているところでございます。 

 最後になりますが、７ページ目をお開きいただきたいと思います。そちらの上段

に、こちらは子どもの方の関係ですけれども、提案７として、地域による公園管理の

促進というものがございます。こちらにつきましては、行政の取組として子育て支援

関係の区民会議委員と打合せということで、先月19日に開催をさせていただきまし

て、この中に公園緑地の管理運営協議会というものがございますので、概要とか愛護

会、こういった設置の状況をまずご理解いただくということでご説明をさせていただ

きまして、区としては、提案として、協議会の設置ということで、未設置の公園、ま

っさらな状況から取り組んではどうかということを提案させていただきましたとこ

ろ、内諾を受けましたので、こういった形で取り組みをお願いしたいというふうに思

っています。 

 声かけということがここに載っていますが、声かけということで当然行政側も行っ

ていくことでございまして、来月の市政だよりの区版６月号になりますけれども、こ

ちらの方に区民会議コーナーということで、宮前版に掲載をさせていただくんです

が、その中に明日のコミュニティ部会と企画部会、それと冒頭に地域による公園管理

の促進という部分を、ちょっとスペースを多目にとりまして、その部分だけ読ませて

いただきますと、市では公園をより身近に感じ、愛着を持って大切に利用してもらい

たいと、維持管理や運営を地域で担ってもらう仕組みとして、地域の人たちでつくる

公園緑地管理運営協議会の設立を進めていますという中でご紹介をさせていただきま

すので、ますます広まるかというふうに思っております。 

 以上でございます。 

小林委員長 ありがとうございました。 

 次に、地域での取組状況につきまして、昨年度まで高齢者福祉部会と子ども部会で

部会長であった鈴木委員と目代委員からご報告をお願いいたします。 

鈴木（恵）委員 高齢者福祉部会の委員長を務めさせていただいておりました鈴木です。

よろしくお願いいたします。 

 地域での取り組みを一からお話ししたいと思います。第１のご近所サークルの形成

ですが、盛んにご近所サークルが広がっておりまして、ここにも20カ所ということが

書いてありますけれども、さらにまた２カ所の新しいダイアモンドクラブを立ち上げ

ることになっております。平成18年度の実績の１カ所なんですが、野川地区だけの実

績ですけれども、18カ所の開催場所がありまして、延べ参加人数1150名です。以上で

す。 
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 続きまして、地域での散歩活動などの実施についてですが、散歩というよりも体操

グループがたくさんふえております。あおぞら体操グループですとかみんなＤｅ体操

という、公園Ｄｅ体操が非常に盛んに行われております。ここに書いてありますよう

に、既に鷺沼地域ですとか野川地域ですとか蔵敷、有馬などで取り組みが始まったと

ころがありましたけれども、今年度に入りまして、東有馬、それから犬蔵、蔵敷、そ

れから有馬のさくら公園、新しいところがスタートいたします。 

 実績について参考になればと思いますが、野川第一公園ですが、昨年の６月14日か

ら今年の、19年の３月31日まで毎週１回木曜日に開催しておりますけれども、延べ参

加人数が1430名、大変な人数が参加しております。それと、新しく東有馬ですとか犬

蔵、蔵敷など、有馬も始まるんですが、実はこれは全く自主活動でして、カセットテ

ープですとかラジカセなども準備しなければいけないんですが、この予算はどこから

も出ないという残念な結果ですので、ぜひこれはどこからかご援助いただければと思

っております。 

 続きまして、出前講座ですけれども、出前講座はあちこちでこれから活動が始まる

予定でおりますけれども、菅生地区では７月にもぜひ小さな単位でのお集まりの会を

ほかの地域でも広めたいということで、ご近所サークルなどの取り組みをやってほし

いという、出前講座を地域からという提案でさせていただく予定にしております。学

校給食の取り組みについてはまだ今検討中ということで、これから進むであろうとい

うことになっております。 

 それから、提案５の地域で高齢者を見守る会議の設置でございます。これは地域包

括支援センターを中心としましてこれから盛んに運営協議会なども立ち上げられて、

住民も参加していい取り組みが行われるだろうと思っております。ちなみに、みかど

荘の地域包括支援センターを中心とした見守りの会議のようなものは、わたしの町の

すこやか活動を推進しております野川セブンを中心としまして18団体が毎月１回地域

会議を開いております。これはもうかなりの成果が出ていると思っておりますので、

引き続き取り組んでいきたいと思っております。 

 提案６の団塊の世代による高齢者福祉のサポートということは、地域での取り組み

は行政の取り組みと一緒に行っていければと思っております。 

 続きまして、提案７ですけれども、成年後見制度の普及・啓発ですが、これはあち

こちの地域包括を中心とした地域ケア連絡会議の場所で成年後見制度についての研修

を行うことが決まっておりますので、これをまた地域に、住民に落としていただけれ

ばうれしいなと思っております。 

 続きまして、市営住宅などにおけるひとり暮らしの高齢者の見守り、これは西団地

などでは行われているということですが、実は宮前区内のある団地では、モデル的に

地域マップで検証してみよう、１つの団地はできたんですが、もう１つの団地での地
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域マップを使っての団地での検証を今年度やってみようと思っております。これは地

域での取り組みということで、新しい取り組みをさせていただこうと思っておりま

す。 

 以上です。 

小林委員長 ありがとうございました。 

 目代さん、５分ぐらいでお願いします。 

目代委員 子ども部会の部会長をやっておりました目代です。区民会議での課題提案を受

けまして、この資料にございます子ども支援に関しまして、提案１からずっとどのよ

うに実施していったらいいかというところで、ようやく私たち地域と行政の方たちと

のキャッチボールができるようになりました。おかげで、区民会議でこういう提案を

しました、また行政の方ではどういうかかわり方ができるか、また地域としてはどう

いうかかわりができるか、自主グループのお母さんたちとしてどういうかかわりがで

きるかというのが、実際にキャッチボールをする形で十分に話し合うことができまし

た。それを受けまして、地域の取組、行政の取組というものがこの文書に載っており

ますのがその結果でございます。 

 その中で、ようやく地域の方としても、この区民会議の内容をそれぞれ地域の方

に、どういう目的でどういう活動をやっていったらいいかというのをこれから受けと

めていかなくてはいけないと思っております。私のいるところは民生児童委員の所属

団体でおりますので、児童問題については区民会議を受けて一応説明させていただき

ました。そういう中で、何年か前から子育て支援に関しまして、赤ちゃん広場にボラ

ンティアとして入っていただけるようになったんですけれども、そういう中で、よう

やく今年から幾つかの赤広に民児協が特別にメンバーを組んで入っていくようになり

ました。また、いわゆる行政の方でかかわる内容は行政の方でわかるんですけれど

も、地域でどのようにかかわっていったらいいかというところが具体的にちょっと見

えないものですから、そういうキャッチボールも今させていただいております。 

 子育て支援センターの拡充というのが提案５にございますけれども、これに関して

も、土曜、日曜、土曜日は去年２回行われましたけれども、ここに主任児童委員がか

かわろうという話は今出ております。そういう中でどういうかかわりをしたらいいか

ということもこれから詰めていきたいと思っております。また、本当にこの区民会議

を受けてキャッチボールができ、行政が積極的にこの子育て支援にかかわっていただ

けることで、自主グループ、また自主保育グループ、また地域の団体も非常に助かっ

ております。これからも地域の方で具体的に何ができるかというのを行政と取り組み

ながら話し合って、課題解決に向けていきたいと思っております。 

 以上です。 

小林委員長 ありがとうございました。 
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 それでは、議事の１のご報告が終わりました。何かご意見が委員の方からございま

したら発言いただきたいと思います。また、何かほかの委員から地域で具体的に取り

組まれておられるケースがありましたらご紹介いただけたらと思うんですが。高齢者

の方から福本さん、いかがですか、何か。 

福本委員 福本でございます。私ども西団地、市営住宅なんですけれども、現在、居住者

が392世帯ございます。その中でやはり高齢者、65歳以上の方が実際に大体300名を超

えているんですね。これは今月の30日には65歳以上の方のひとり暮らしの調査が大体

100％終わります。その中でひとり暮らしの方の見守り、これはやはりどこの団地でも

同じなんですけれども、孤独死がすごく多いんですね。その孤独死をいかにして減ら

すかということで、やはりそれに対して見守り、見守りも要するに見守られる方と見

守る方との間に重荷になるようなことになってはいけないということなんですよ。 

 そこで、見守る者も全く見守っているという感じでなくて、何となく表に散歩に出

たら、それはなぜかというと、うちの場合は11棟ございます。11棟の中で各棟に２名

ひまわりという会員がおりまして、その２名が担当して各棟を、自分の棟を、そうす

ると、２名で大体40世帯から50世帯の総人数のところを見るのには比較的楽なんです

ね。あえて見るというんじゃなくて、要するにただ散歩に出たときとか買い物の途中

とか、ポストを眺めて、ポストに新聞や何かがたまっていないかとか、いろいろそう

いうものを見て、自分である程度、これはたまっていればおかしいなということで相

手を訪ねていくと。それからまた、夕方になって電気がついていなかったり洗濯物が

昼間出ていなかったり、そうすると、いつも洗濯している人なんだけれども、なぜき

ょうは出ていないんだろうということを察知してやっぱり訪ねてみるとか、そういう

ようなことを平成９年からやっております。 

 それともう一つうちでやっておることは、高齢者のひとり暮らしの方の連絡票をと

っているということなんです。これは中身が最初にその人の氏名、年齢、それと居

住、部屋番ですね。その下に行って、あなたは現在持病を持っていますか、持ってい

ませんか、こういこうとが書いてあります。持っている方は持病の名前を入れていた

だく、かかっている医者はどこの病院ですかということです。これがちゃんと記載さ

れております。 

 その次に、これはちょっとプライベートな、かなり難しくなるんですけれども、あ

なたは現在生活の糧を何からとっていますかということ、それは要するに自分が今老

人保健、社会保険や何かの年金生活の方と生活保護の方がおるわけです。それに自分

でバイトや何かをやって働いている人、そういうふうに３つに分けてあります。その

中で特に年金生活の方は余り問題はないんですけれども、生活保護の方については、

万一この方が急病で倒れてしまった場合に、病院や何かへ行ったときに全く行政には

その連絡は行かないわけですよね。そのためにそういうことをきちっとして、その人



 - 18 -

が生保を受けているのならば、それに対して私の方で行政の、市の保護課の方へ行っ

て、だれだれが今入院しましたので、行っていろいろ手続をやってくれというふうに

連絡をする用意と、あとはその方の最終的にいろいろなことを保障してくれる、連

絡、そういうあれを２名載せております。親兄弟、親戚、そういうものが２名載せて

おります。これは万一のときに開封をするということで、普通の場合はお預かりする

ときに本人がその書類、連絡票を入れて封印します。封印したものを私どもで預かっ

ております。これは一般の役員も全部見ることはできません。見るのは私だけです。

これは問題が起きたときに初めてその人のものをあけて、やはり連絡すべきところに

連絡をとるというふうにして、お互いに信頼感を持って、大体二、三年をめどにし

て、書きかえ、今ちょうど書きかえの最中でございます。それは新しいのを書いても

らうときにまた持っていって、この前お預かりしたものをそのままお返しすると。そ

こにやはり自治会と出す方との信頼感が生まれるわけです。 

 これは今月の22、23とＮＨＫからの取材が参りまして、「ご近所の底力」というあ

れでこういうあれがあるんだということで取材に参りました。一応そういうふうな形

で私どもはできる限り、要するに見守る方も見守られる方も負担にならないように、

それをまず念頭に置いて、長続きするように。だから、係の人は、担当の人は１年交

代じゃないんです。ずっと永久なんです。平成９年からずっとメンバーはかわってお

りません。ということは余り負担をかけないということですね。それで、何かあれ

ば、すぐに私の方へ連絡をくれると。ですから、要するに出していただいた連絡票に

よって年間数件の開封をすることがあります。大体うまくいっております。 

 そういうようなやり方をして、実際的に自治会というのは、それは自治会でもやは

り民生委員が２人おりますので、民生委員にできるだけ動いていただいて、ひまわり

の長として責任者としてやってもらっております。それで、大体毎月ミニデイ、それ

から２カ月に１度食事会、食事会も物を買ってきて与えるのでなくて、自分たちでや

はり全部季節季節の手づくりを出しているというような形でお年寄りの方に楽しんで

いただいております。大体このぐらいのあれは平均してうちでは余り苦もなくやって

おりますことなので、ですから、もし参考になれば、ひとつよろしくお願いいたしま

す。 

小林委員長 今の話は提案８のところですが、具体的なことに取り組まれて、ＮＨＫの

「底力」、鈴木さんに続いて２人目になりますが、各団地でこういうことが行われれ

ば、各地区に行われれば本当にいいことで、どういうふうにこれを広げていけばいい

かということをぜひ皆さんで考えていきたいというふうに思います。 

 ほかに何か区役所からの提案とか、そういうことから何かご質問がありますでしょ

うか。 

松本委員 子ども専門部会におりました松本です。子育て支援の提案４で赤ちゃん広場の
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拡充というところがありまして、私がスタッフをしていますカンガルー宮前子育てね

っとわーくが主宰しているんですけれども、今回の取り組み報告で場の提供というと

ころで、今までずっとこども文化センターを利用する際は必ず毎回毎回届けを出し

て、届けを出しそびれてしまうとほかの団体に貸されてしまうとかいったことがあっ

て、何とか区の取り組みとして、優遇とは言わないですけれども、何とか利用しやす

いようにということをずっと長年言ってきたんですけれども、なかなかそれがやっぱ

り１グループ、１つのサークルとしか見られなくて、優遇することはできないという

ことをずっと言われていたんですが、区民会議でこういう形で提案したら、区の方で

こういうふうに今検討してくださっているということで、とてもありがたく思ってい

ます。 

 今、１年に１回カンガルーの方で赤ちゃん広場懇談会というのをやっていまして、

そちらで公立保育園や保健福祉センターなど協力いただいている方、あと去年からオ

ブザーバーという形で民生さんや社協の方も出ていただいて、赤ちゃん広場について

今どういう問題があるかとかいったことを今１年に１回懇談会で話している場があり

ます。ぜひそちらの方で行政の方に一緒に出ていただいて、赤ちゃん広場は今どうい

う問題があるのか、そしてこれからどうやってやっていこうかということを一緒に話

し合っていきたいと思います。 

 今年度中には、赤ちゃん広場だけではなく、民生委員さんがやっているサロンとか

民間の団体などでやっている広場などほかにもありますので、そういったところと連

携して、年内中に広場やサロンなどの連絡会を持てたらと思っています。そこで情報

交換をしたり一緒に問題解決をできればと思っています。 

小林委員長 ありがとうございました。ほかにどなたかご意見、浅野さん、どうぞ。 

浅野委員 浅野でございます。先ほど鈴木委員の方から資金支援してくれるところがない

だろうかという話があったんですけれども、まちづくり協議会の方でまちづくりに関

与する活動を行うための市民団体の立ち上げですとか活動に対する資金支援をしてい

るんですね。できましたら、ここの地域振興課が事務局を兼ねていますので、そちら

に問い合わせをしていただくか、あるいは今ホームページを立ち上げて、そこに要綱

等を載せてありますので、今後そういうところを参考にしていただけたらと思います

ので、よろしくお願いいたします。 

小林委員長 ありがとうございました。行政側としては今の鈴木委員の予算ということに

ついていかがですか。浅野委員のお返事でいいということでしょうか。何かほかに。

いかがでしょうか。 

司会 では、私の方から。まさに委員がおっしゃったように、そういったものが開放され

ていますので、お申し込みをいただきまして、取り組みの中でステップが３つござい

ますので、通年的に最終までいけば10年近くですか、２年、２年、３年かな、７年で
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すか、そういった助成も受けられますので、ぜひぜひ申請をしていただきたいなとい

うふうに思っています。 

小林委員長 鈴木委員、どうですか。 

鈴木（恵）委員 申請は考えているんですが、小さなグループですと、申請の手間ですと

か、やはりプレゼンがあったり結構書類を書くのが大変だったりということが重荷に

なってしまって申請をやらないということもあるので、もっと簡単な仕組みを何かつ

くってくださるともっといいなと思っておりますので、よろしくお願いいたします。 

小林委員長 浅野さん、どうぞ。 

浅野委員 大変ということだったんですけれども、市民活動センターですか、そこでの資

金支援というのは確かに書類の書式が初年度から非常に複雑で、収支をきちっと書い

て、私がちょっとほかの団体で申請しようかと思ったら、科目が足りなくて合わない

とか、非常に書きにくい書類なんですけれども、この宮前区の方は行政の協力によっ

て資金支援をしているんですけれども、それは立ち上げのときは５万円以内という条

件、それから購入物の使い道についての制限はあるんですけれども、非常に簡単な申

請で初年度できます。当然申請をしていただいて、後、結果報告会もありますけれど

も、それに年間２回は義務として参加していただけたらと思うんですけれども、そう

していただくことによってその活動、例えばここの市民活動支援コーナーというのが

ありまして、そこのリソグラフを使ったりとか、そこも登録制になるんですけれど

も、そういう紹介なんかも資金支援と同時に情報提供もできるかと思いますので、大

変ということは多分ないと思いますので、宮前区のまちづくり協議会の資金支援制度

をぜひご利用いただけたらと思います。よろしくお願いいたします。 

小林委員長 松井さんはいかがですか。まちづくり協議会。 

松井委員 浅野さんのおっしゃるとおりなんですが、あと、報告会とか何かもちょっとか

た苦しくやると、なかなかみんながそういうので敬遠するんですね。僕はいつも言う

んですけれども、そういうときこそいい情報発信をして、お互いにいろいろなグルー

プがつながる機会にできれば、お金だけじゃなくて、交流とか情報発信して、また、

その活動の輪の広がりを求めたいということが大きな目標なんですね。ですから、資

金支援だけじゃなくて、まちづくり協議会のねらっていることは、そういう活動がど

んどん広がっていい形でふえるようにというようなこともありますので、報告会、そ

れから申請時の発表会とかというときにも、そんなにかた苦しくならないようなこと

でできるように心がけたいと思いますので、よろしくお願いします。 

小林委員長 鈴木さん、どうぞ。 

鈴木（恵）委員 確かに資金支援は欲しいんですが、実は公園Deで体操というのは１グル

ープだけが立ち上げるというわけではないわけですよね。あちこちで次々生まれてく

る。例えば地域包括ですとかいろんなところが絡んで、町内会だとかいろいろなとこ
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ろが絡んでの活動ですので難しいんですね。例えばまちづくり協議会の何とかグルー

プが何々をやりますという活動であれば申請は非常に簡単なんですよ。でも、そうで

はない。そういう活動の場合、宮前区全体の公園の中でいろんなところがいろんな形

でやっていくというところでは申請は難しいんですね。もしかしたら地域包括支援セ

ンターに地域支援事業のお金があればいいんですよ。ところが、それがないと言われ

たら、それはおかしいじゃないかということを言っております。 

小林委員長 行政側としてはいかがですか。 

松林保健福祉センター所長 今、鈴木委員から話が出ている資金のことなんですけれど

も、ちょっと僕たちも考えていなかった問題なので、なかなか難しい、はっきり言っ

て厳しい内容かなというふうに僕自身は受けとめました。それで、今までいろんなと

ころで立ち上げていただいているんですけれども、多分自主的なお金でやっていただ

いていると思うんですね。今後増やしていくためには、カセットはともかくとして、

テープなんかでもすり切れていっちゃうとかというのがあるので、そういう部分で何

か今後支援できていくのか、その辺は検討の課題かなと今回認識しましたので、ちょ

っと時間をいただきたいと思いますけれども。 

鈴木（恵）委員 ぜひ消耗品ですね。一番使うのが電池なんですね。電池はすぐなく

なってしまいます。その辺の消耗品費も区役所の健康づくりにはお願いしたんです

が、消耗品費はありませんと言われてしまったので、ぜひその辺もお願いしたいなと

思います。 

小林委員長 そうですね。まちづくり協議会ともこういうことについて１回よく話し合い

をしなきゃいけないというふうに思いますが、これは宿題ということでさせていただ

きたいと思います。 

 それでは、またほかに区民会議から今のいろいろな提案につきまして所轄の部署で

対応していただいておりますが、何か問題点というか、質問することがございません

でしょうか。三谷さん、後見人のことについてはどうですか、もうよろしいですか。 

三谷委員 それでは、ちょっと。私、前回から世田谷の区民後見人のお話を申し上げたん

ですが、本年３月末で１年間の研修期間を終わりまして、現在その肩書をいただい

て、これから区長後見の部分を支援していこうじゃないかということですが、やはり

今鈴木さんの方のお話がございましたとおり、まだまだ成年後見というものに対し

て、宮前区の場合には宮前区民、私が学んだところの世田谷区民では知らないという

ことが一番問題点が多いんじゃないかなということで、現在、普及活動を私ども20名

の成年後見人支援員が順次世田谷区に入り込みまして準備しております。実際いたし

ました。エフエム世田谷でもこの間録音しまして、それも流しておりますし、そうい

うことで、やはり積極的に行政側というより宮前区民の中にそういう支援員を養成し

て、区民が実際現場に行って親しく成年後見制度というのをＰＲ、普及するというこ
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とで非常に信頼感、安心感がわくのではないかなと思っております。 

 これはやはり行政は行政の立場もあるでしょうけれども、我々は市民の目線でこう

いう問題を議論し、区民に訴えていき、知っていただく、それを利用するチャンスが

あるんだということを知らしめる必要があるのではないかなと思っておりますので、

次の段階に行くのではないかなと期待しております。よろしくお願いいたします。 

小林委員長 ただいまのは提案７のところの地域での取り組み方についてのご意見という

ことで。では、手短に。 

太田参与 すみません、成年後見制度は言わせてください。太田です。障害者にとっても

非常に大事なことなんですが、この中でとても大事なのは、高齢者だけでないという

ことをもっと知らせてほしいんですね。障害者にもやっぱり後見人をつけた方がいい

ということをもっと強調していただきたいと思いますし、私が成年後見の資料を欲し

いと福祉事務所に行きましたら、窓口にはありませんでした。奥の奥の方に行って、

今ありませんので取り寄せますと、そういうお答えをいただいたんですが、非常に取

り組みがおくれているなというふうに思っています。ですから、そこの部分もぜひ強

調して考えていただきたいと思います。よろしくお願いいたします。 

小林委員長 大分時間が過ぎまして、ちょっとおくれぎみなので、またいろいろご意見が

あると思いますが、この辺で打ち切らせていただきます。 

 

(2)専門部会の審議状況について 

小林委員長 それでは、議事の２に入らせていただきます。専門部会の審議状況につきま

して、明日のコミュニティ部会からのご報告をお願いいたします。宇賀神さん、よろ

しくお願いします。 

宇賀神委員 明日のコミュニティ部会の部会長を務めさせていただいております宇賀神で

す。よろしくお願いいたします。 

 それでは、部会の審議状況についてご報告させていただきたいというように思いま

す。明日のコミュニティ部会、コミュニティといいますと、どうもつかみどころのち

ょっとはっきりしないことでございまして、皆様で議論を重ねていくんですけれど

も、議論すれば議論するほど話が広がっていくというようなことで、なかなかまとま

っていかなかったなというのが実感でございます。その中である程度方向性が出てき

たということで、きょうご報告させていただきたいというように思います。 

 宮前区の特徴を生かしたコミュニティにするにはというようなことで、いろいろ宮

前区の特徴ですとか解決すべき課題というものを整理させていただきました。まず地

形とか自然環境を生かしたものですとか住環境の特徴を生かしたもの、それと歴史、

文化を生かしたもの、産業の活性化といったこと、それと最後に、人のつながりの強

化というコミュニティづくりということでいろいろ検討をさせていただきました。そ
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の中で白いところでございます。人のつながりの強化というところをちょっと重点的

に考えていきたいというような方向性でまとまってまいりました。また、この意見も

一番多かったですね。 

 その中で１番として、新しい住民と古くからの住民との世代間の交流不足ですとか

文化の違いというようなところでございます。それと人間関係の希薄さの問題という

ことで、個人主義ですとかご近所づき合いが少なくなっているというような問題点、

それと担い手の問題ということで、まさしく市民活動の担い手、高齢化、自治会加入

率の低下といったことが問題点として挙げられております。それと高齢化問題という

ようなことで、いろいろ今も話が出ておりますが、高齢者の孤立化、引きこもりとい

ったことがいろいろな課題として整理されております。 

 その中で解決策にかかわる委員の意見ということで、考え方として３つ、まず新旧

住民や世代間の交流を図るというようなことで、例えば具体的な方法として、効率的

な自主防災組織、また子どもたちのふるさとづくり、それと歴史ウォーク実施という

ような何か共通のテーマを見つけてみたらどうかというような整理の仕方をしてみま

した。 

 それと、地域の担い手の発掘、育成を行うということでは、団塊の世代向けの講座

ですとか自主事業の実施、小中学校のボランティア育成制度ですとか地域学習、環境

学習といったやっぱり団塊の世代の活用と、あと学校、ＰＴＡとの連携をいかにとっ

ていくかというようなことがテーマとして絞り込まれております。 

 それと最後に、連携・支え合いのネットワークをつくるというようなことでござい

ますが、これも具体的な方法として、庭先や店先、空き店舗を開放するといったこと

ですとか、地域協働のシンボルゾーンづくり、ご近所サークルといった地域のたまり

場づくりということをねらいたいと。それと、地域活動の積極的な情報発信といった

ものをやっていったらいいんじゃないかというような意見が出てきました。 

 それで、最終的なテーマの絞り込みというようなことで、課題解決に向けた方向性

としてちょっとキャッチコピーがありまして、「宮前区のコミュニティゾーンは小学

校区単位から」というようなキャッチコピーを用意させていただきまして、今後、宮

前区らしいコミュニティの形成に向けた具体的な手法を検討していくというようなこ

とで整理させていただいております。 

 その中で１番、町内会・自治会を含めた既存組織・団体のネットワークを図るとい

うことがございます。今、我々の生活の中ではいろいろな団体が活動しているわけな

んですけれども、それのネットワーク化ですとかその辺が全然図れていない。１つ防

災のことについても、自治会で組織を持って、学校でもやって、避難所運営会議があ

ってというようなところでいろいろな団体が活動しているわけなんですが、そのネッ

トワーク化が図れていない。防災についても防犯についてもいろいろな形で団体があ



 - 24 -

るんだけれども、それのネットワーク化が図れていないというようなことの難しさが

あるというようなことでございます。 

 それと２番目に、地域コミュニティは顔の見える範囲が適当であるという認識か

ら、小学校区を単位としたコミュニティの形成を目指す。今後、宮前区の特徴である

小学校区単位の子ども安全・安心協議会がコミュニティの核となり得るかなどを検討

していくと。この協議会もここ一、二年の立ち上げが進んでおりまして、学校区を単

位としまして活動が活発化してくるのではないかなというようなことで、そういった

ものの活用といったことも考えていきたいというようなことでございます。 

 ３番目に、防災など住民にとって共通の課題を地域で対応することによってコミュ

ニティの形成が図れるような手法をとるというような方向で明日のコミュニティ部会

を進めてまいりたいというように意見集約をさせていただいております。 

 今後のスケジュールなんですけれども、この明日のコミュニティ部会は昨年度の中

旬ぐらいからスタートしたと思うんですけれども、余り長くだらだらやっていてもし

ようがないというように思っておりますので、大体今年じゅう、12月ぐらいまでには

ある程度考え方を整理させていただいて、今年度最後の区民会議、恐らく２月ごろに

なるのかなと思うんですけれども、その時点でコミュニティ部会の提言という形で出

せればいいかなというように考えております。 

 以上、ざっとでございますけれども、ご報告させていただきます。 

小林委員長 ありがとうございました。ただいまの明日のコミュニティ部会からの報告に

関しまして何かご意見がございましたらお願いしたいと思います。どうぞ。 

長谷川委員 本当にこのコミュニティというのは大変だと思うんですけれども、特に寝る

だけの人たちというのが結構いまして、何をやっても働きかけしようがないので、こ

れをどうするかといって、渋谷区とか何かいろんな区の方でいくと、一番大変なの

は、防災のときに、多分避難所なんかも全然知らないだろうというので、それは広告

といいますか、電信柱に張っておくとか何かして、最後に本当は１軒１軒にチラシを

ねじ込まなくちゃいけないんだろうけれども、それは家の中へ入っていっちゃうの

は、アパートの敷地の中へ入っていくのもなかなか難しい問題があるので、いろんな

人たちがいろんなことをやって働きかけてくれるんだけれども、これが結構ふえてい

るんじゃないかなと。 

 これは町会なんかでもそうですけれども、アパートが建って賃貸になると、がさが

さがさっと抜けていっちゃって、社宅なんかがみんなよかったんだけれども、これが

マンションで、分譲になるとまたいいんだけれども、寝に帰ってくるだけの人々がふ

えつつあるので、ごみ問題その他、この辺の人たちに対しての最後のとりでを電柱広

告かななんて思っているんですけれども、この辺のところをひとつやっぱりコミュニ

ティの中では無党派というか、何しろ何にもやらない人たち、この人たちに対して最
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後のとりでのアピールの方法だけちょっと考えておいた方がいいのかなと思っていま

す。 

小林委員長 これは部会で検討するということでよろしいでしょうか。―はい。 

 ほかにご意見はございますでしょうか。三谷さん、どうですか、補足の。 

三谷委員 それでは、ちょっと補足を、補足というか、大変僣越ですが、もうちょっと深

掘りをしてみたいと思います。これは日本全国同じなんですね。産業構造の変化だと

か就業構造の変化、高齢少子化等、いろんな社会現象から現在コミュニティというの

は破綻を来しているというのが実態じゃないかなと思っております。ここら辺をきち

っと議論するのはいささかと思います。 

 そこで、我が宮前区においても歴史的な過程から言うと、やはりコミュニティがあ

ったのかないのか、こういう問題もあろかと思いますね。それで、宮前区創立25周年

を迎えることに当たりまして、宮前区らしい新しいコミュニティゾーンを我々は構築

すべきじゃないかなということをこの間の会では議論させてもらったわけでございま

す。 

 なぜ小学校かというと、20万という大きな宮前区を単位では余りにも大き過ぎる。

もう少し小さなゾーンを我々は選択すべきじゃないかなということで、それで、１万

2000人ぐらいの単位、小学校は17校あるそうですが、そこら辺で、恐らく小学校とい

う立地条件からいうと、創立年月日から児童数から、あるいは地域の特色とか特性だ

とかいうのは皆さまざまだろうと思うんですね。そういう意味では金太郎あめになら

ないコミュニティというのを宮前区はつくるべきじゃないかなということで、その宮

前区らしい17のゾーンの中で個性豊かなコミュニティをつくるべきじゃないかなとい

うことで、これは大変な課題だろうかと思います。 

 まさにここに書いてあるとおり、かつての垂直型の組織から、できたらフラットな

組織、あるいは中間ぐらいの組織、こういったものを目指すべき時期が来たんじゃな

いかな、それが我が宮前区らしい独特のコミュニティゾーンであろうと思っておりま

して、今、事務局の方には小学校のそれぞれの特性はどういうものがあるのかなとい

うことをお調べいただいておりまして、次回、それを議論することによって、例えば

宮崎小学校みたいに100年を超える小学校もあろうかと思いますし、つい最近できた土

橋小学校みたいなのもありますから、ゾーンによってそれぞれまばらな17の個性豊か

なゾーンがとりあえず平面的に見えていくんじゃないかなと。それを議論の糧にして

さらに深めていけば、重ねて申し上げますが、宮前区らしい誇れるコミュニティゾー

ンが検討できるんじゃないかな、つくるまではいささかと思いますが、検討できるの

ではないかというふうに私自身は考えておりますので、どうぞご理解いただきたいと

思っています。よろしくお願いします。 

小林委員長 ありがとうございました。大分時間がたっていますけれども、亀ヶ谷さん、
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何かご意見はございますか。 

亀ヶ谷委員 今のお話でございますけれども、私も小学校区を単位としたコミュニティと

いうのは大変そのとおりだと思っております。子ども安全・安心協議会がコミュニテ

ィの核となるということで、これについても異論がないんですが、じゃ、実際現場の

小学校の方の対応ということなんですけれども、その小学校の実際の安全上の問題で

すとか子どもさんの安全上の問題等はあるんでしょうけれども、地域の方々が小学校

を利用するといったとき、非常に制限が多いんですね。こういうことをしてはいけな

いですとか、あるいは使える時間、あるいは使える期間とかを含めまして、こんなに

長い時間利用規制をする必要があるのかなと思うぐらいにたくさんの制限がついてい

るわけなんです。もう少し幅の広い利用方法だとかを考えていただけたらば、小学校

を単位として行っている地域でいろんなイベントがありますけれども、それも広く見

ると、大体似たりよったりのイベントが非常に多いというふうに感じているんです

ね。その地域地域独特のいろんな企画というものはもっと考えられると思うんです

が、そこの足かせになっている学校利用の規制みたいなものがもう少し緩和されてい

く必要があるんじゃないかということは感じております。 

小林委員長 ありがとうございました。これも部会で検討課題ということでよろしい

でしょうか。 

 それでは、議論が深まる時間がありませんが、また議論の方向性ぐらいは絞れてき

たような感じもいたしますので、引き続き部会で検討していただきまして、全体会へ

の報告をしていただければというふうに思います。どうぞよろしくお願いいたしま

す。ありがとうございました。 

 

(3)今後の審議課題について 

小林委員長 それでは次に、議事の(3)今後の審議課題につきましてでございますが、現

在、地域防災力の向上、そういう委員会をつくろうということになりました。地域防

災のことについて区役所から先に。 

司会 それでは、事務局の方で安藤総務企画課長の方からまずご説明をさせていただきた

いと存じます。 

安藤総務企画課長 総務企画課長の安藤でございます。それでは、お手元に配付させてい

ただきました「宮前区地域防災計画」について説明をさせていただきます。 

 昨年の10月のこの区民会議におきまして、おおむねの骨格等につきましてはご説明

いたしましたが、今回、平成19年３月末に完成いたしました。この計画は、国の法律

に基づきまして既に神奈川県や川崎市では行政内部でのそれぞれの地区計画というも

のはございましたけれども、今回初めて行政区単位で、行政内部計画ではございます

が、市民にわかりやすいという観点から、川崎市において各行政区ごとに３月末に完
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成を見ることができました。また、後ほど申し上げますが、既に地域の皆様にもご配

付等をさせていただいております。ただいまお手元にございます「宮前区地域防災計

画」というＡ４のつづりものでございます。別紙のつづりものでございます。よろし

いでしょうか。資料３と右肩上に表記がございます。 

 それでは、１枚おめくりいただきたいと思います。目次がございます。この計画

は、第１章、総則から第５章、東海地震に関連する対策計画までの５章立てとなって

おります。第１章は総則でございまして、第２章は災害予防計画となっております。

これは災害発生前の予防に関する内容をここに記載しております。第３章は災害応急

対策計画とございまして、文字どおり、災害が発生した直後からの対策というのが第

３章、そして第４章は区民生活の安定とございます。これは、発生後、相当の期間が

たった段階でそれぞれの区民の生活が安定をするための支援策等を載せているという

ことで、時系列に第２章、第３章、第４章となっております。そして第５章には東海

地震に関連する対策計画を、これは特別法がございますので、東海地震の予知情報が

発せられた場合の対策を記載させていただいております。すべてで５章と、あとは資

料編ということで成り立っております。 

 それでは、第１章の総則のところをごらんください。ここでは第１章、総則とござ

いまして、２行目の中ほどでございますが、「また、行政が行う『公助』とともに区

民一人ひとりが、自らの身を守る『自助』という自覚を持って、平常時から災害に備

えるとともに、災害時には、自発的に地域での災害応急活動へ参加するなど、互いに

助け合う『共助』がきわめて大切です」ということでございまして、これまでの行政

計画は、行政が何ら被害がなく、市民の方だけが被害があるという前提で成り立って

おりますが、この計画では、発災後約３日間の公助の本格的な立ち上がりまでの間、

自助、共助という概念を初めて総則でうたっているという考え方でございます。 

 次に、１、基本方針とございます。この計画の目的でございますが、これもこの２

行目の中ほどからでございますが、「区民一人ひとりの防災意識の向上並びに安全で

安心な地域生活環境の確保を図ることをもって、地域社会全体の防災力の向上を目的

とします」とございます。これが本計画の目的となっております。 

 次に、中ほど、２の宮前区の概要とございます。(1)自然的条件とございますが、こ

れはごらんいただければと存じます。 

 次の(2)の社会的条件でございます。作成段階では人口20万9000と記載がございます

が、５月１日現在で21万を超えまして、当区は中原区に次いで市内でも２番目の人口

となっています。その中で昼夜間人口、昼間の人口と夜間の人口の差が７区の中では

最も高い68％ということでございます。日中、発災時刻によってはその災害の様相は

大きく異なってくるだろうと思われます。つまり、平日の日中ですと、多くの労働の

方が横浜、東京等へ、あるいは川崎市のほかの区へお出かけになっていらっしゃると
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いう割合が一番高いというのが当区でございます。 

 そのほか、国道246号線や東名高速道路などの主要幹線道路が区域を縦に通過してい

るというのも地勢上の状況、交通道路という関係になっております。 

 それでは、次の３ページ、第２章、災害予防計画の方に移らせていただきます。災

害予防計画では区本部の体制の紹介をさせていただいております。これは、この後、

ここにもございますように、川崎市内の居住者と市外居住者のそれぞれの職員の動員

体制でございまして、本年４月１日から職員の動員体制は、地震発災後、混乱にある

状態の中から、居住地に一番近い区役所へ動員がかかっておったものを、４月１日か

ら全職員とも原則として区役所へ参集するという状況に変わってきております。 

 次に、５ページでございます。５ページの下段、２、地域防災拠点の整備、4つの機

能を持つ地域防災拠点という記載がございます。ここでは区内の地域防災拠点を６ペ

ージ、７ページとご紹介させていただいております。９ページの上段までご紹介をさ

せていただいております。この中には避難所施設の記載をさせていただいておりま

す。 

 少しページを急がせていただきますが、飛ばさせていただいて、11ページをごらん

ください。11ページの中ほどでございますが、(2)自主防災組織という規定がございま

す。各町内会、自治会を中心として地域の中で自主防災組織が機能してほしいという

ことで、ここにその活動と活性化の推進という項目を設けさせていただいておりま

す。 

 次に、(3)、ここに防災ネットワークづくりというものがございます。これは、中学

校区の単位で各小学校における避難所、原則として小学校が避難所でございまして、

中学校区において、各小学校の避難所の代表者、これは避難所運営会議というところ

の代表者なんですが、このようなメンバーで構成する段階のものでございまして、こ

れは情報の伝達と共有、あるいは備蓄品の配分、行政等からの備蓄品等の配布に機能

するというものでございます。中学校単位では防災ネットワーク、こういったものも

積極的に設置していくということでございます。 

 次に、12ページでございます。中ほど(5)家庭における予防対策というところがござ

います。ここでは家庭内での最低３日分の備蓄品、当然ですが、第一のことでござい

ますが、家屋の安全対策、耐震を含めました自助の部分かと思います。ここら辺も記

載をさせていただいております。 

 それでは、またページを少し急がせていただいて恐縮でございます。15ページをお

開きください。15ページからが第３章、災害応急対策計画というふうになっておりま

す。１の区本部では、いよいよ災害が発災しますと区本部設置となってまいりまし

て、区本部が行う仕事の内容を初めて市民の皆様にご公表していけるという形で、わ

かりやすくここでは列挙いたしております。後ほど細かくごらんいただければと思い
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ます。 

 それでは、17ページをごらんください。17ページの上段でございますけれども、地

域における救助・救護等（区民の初期行動）とございます。ここでは、地域における

救助と救護等として、区民が行う初期の活動として消火、救助活動などについて記載

をさせていただきました。この部分が共助の部分というふうに思います。 

 ４の避難対策という欄もございます。ここには避難の種類についても記載をさせて

いただきました。区民の避難方法と、次の18ページにもございますが、恐縮です。18

ページの中ほど、(4)避難所の運営（避難所運営会議）というものが立ち上がってまい

ります。ここでは避難所運営会議のポイントを掲げさせていただいております。 

 以上がこれまでの第３章のおおむねの部分でございまして、詳細はまた後ほどごら

んいただければと存じます。 

 次に、第４章についてご説明申し上げますので、25ページをお開きください。発災

後、しばらくの期間経過した後に被災者への生活の支援、あるいは住宅の確保等につ

いてここには列挙させていただいています。相当の期間を経た後には、もう既にこの

段階になりますと、相当の日数がたってからの部分もございます。家屋調査等も早速

入るという状況でございます。 

 次に、26ページですが、最後の第５章、最初にも申し上げましたが、東海地震に関

連する予知情報などが発せられた場合の対策はこのようになっているということを掲

げさせていただいております。 

 それでは、この計画の資料編の方をご説明いたします。29ページに資料編の目次が

ございます。資料１から資料14とございますが、時間の関係で本日は３つほど紹介を

させていただきます。 

 まず１つ目が、30ページの資料１をごらんいただければと思います。これは昨年の

区民会議でもお出しした表と全く同じものでございます。川崎市の災害対策本部の組

織とはこういうものになっている、区役所隊も区の本部もこのような状況になってお

るというものでございます。 

 そして次に、資料９をご紹介したいと思います。これは38ページをお開きくださ

い。先ほども申し上げましたが、これが宮前区内の８つの防災ネットワーク会議が既

に設置されておりまして、この点線の中が各小学校区単位の避難所の組織となってお

ります。これが防災ネットワーク機能を持たせているというものでございます。 

 そして、最後でございますが、最後のページをごらんいただければと思います。こ

れは、宮前区内の各お住まいの地域からご自身がどこの避難所となっておるのか、あ

るいは応急給水拠点、いわゆる水でございますが、水がどこから、これは災害時の場

合の水道設備でございます。これがどこに措置されているのか、あるいは医療機関は

どこにあるのかなどのわかりやすいマップでございます。本日、資料の作成の関係で
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白黒ベースになっておりますが、実際のものにつきましてはここだけはカラー版で作

成させていただいています。 

 大変雑駁な説明で恐縮でございますが、私の与えられた時間の中でただいま計画に

ついてご説明をさせていただきました。既に先般、この企画部会において内容につい

ては詳細にご説明をさせていただきました。その際、特に行政の体制を中心に多数の

ご質問をいただいております。 

 最後に、この配布先でございますが、区内すべての自主防災組織、小中学校、公共

機関などへ既に200部ほど配布をさせていただきました。また、区役所のホームページ

にも掲載をさせていただいております。この計画が防災に関しましてすべてを網羅し

て完全な形式であるということまでは言えませんが、今回初めて行政といたしまして

はわかりやすい形で地域の活動団体の皆様にご配布するということができたというこ

とに１つの意義があるのではないかと考えております。 

 今後はこの計画書に基づきまして地域での各種の訓練活動などが積極的に行われ、

ご利用いただければと思っております。さらには、それによりましてこの計画の記載

内容等をより充実したものとしていただくためにも、今後は必要に応じまして形を変

えていく、こんなことも考えられるかと存じます。区役所といたしましても、地域の

皆様とともにこれらについて取り組んでまいりたいということでございます。 

 今後の議事ではございますけれども、防災部会が設置された場合には、私ども部会

の方でさまざまな専門的なご質問に、大変ふなれなんですが、わかりやすい資料等で

丁寧に、かつ正確にお答えしていきたいと考えております。 

 以上でございます。 

小林委員長 安藤総務企画課長からご説明をいただきました。ありがとうございました。

区民会議企画部会でこの説明に基づきまして審議をいたしました。その報告を永野委

員からお願いしたいと思います。よろしくお願いします。 

永野副委員長 永野でございます。今後の審議課題について、企画部会で審議した事柄か

ら提案をさせていただきたいと思います。地域防災力の向上の審議の方法ということ

で、今、宮前区の地域防災計画の報告をいただきました。企画部会からは地域防災に

関する専門部会の設置と今後の審議課題について提案をしたいというふうに思いま

す。 

 専門部会の設置ですけれども、これまでは地域防災力の向上については専門部会を

設けず、全体会で審議するということで、昨年は10月に行われた第２回の区民会議で

審議を行った経緯があります。18年度は区の地域防災計画の策定の年でもあり、その

策定状況を踏まえて審議を行うこととしていました。今後、この地域防災計画を踏ま

えて区民会議として地域防災力の向上に向けた審議を行っていくことになりますけれ

ども、企画部会では、全体会のみの審議では回数も限られ、また、このような大きな
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場所では突っ込んだ議論もしにくいと判断いたしまして、専門部会を設置すべきであ

るという結論に至りました。 

 また、具体的な審議課題についてでございますけれども、これまで設置された部会

では、高齢者福祉、子育て支援、明日のコミュニティと、いずれもテーマを大きくと

らえ、具体的にどんな課題を議論していくのかという点について部会の中で選定して

おりましたけれども、任期も後半を迎える中で時間を有効的に活用するためにも、企

画部会としては、今回の地域防災についてあらかじめ審議課題を設定した上で専門部

会において審議してはどうかと考えました。 

 具体的には資料４を見ていただきたいんですが、この資料は、地域防災計画のポイ

ントを災害発生前後の各場面での役割分担としてイメージして、本日の説明に当たっ

てわかりやすくなるように事務局に作成してもらったものです。 

 上位計画として神奈川県の地域防災計画と川崎市の防災計画があって、宮前区の地

域防災計画が今度発表されたわけです。その中で自助、共助、公助、そして災害が起

こるまでの備えと災害発生からおおむね３日というようなことが中心に考えられてい

るわけでございます。 

 これまでの議論で発生後に行政が動き出せるのは３日以降であるということを踏ま

えますと、まず区民みずからができること、しなければいけないことという観点か

ら、災害発生前の自助と災害発生直後の共助、そういったものに焦点を絞って議論し

ていくことを提案したいというふうに思っております。 

小林委員長 ありがとうございました。ただいまの企画部会からの報告に関しまして何か

ご意見がございましたら。はい、どうぞ。 

髙木委員 先ほど宮前区は昼間と夜間の人口の差が70％近くあると。その辺をとらえる

と、例えば昼間に起こったものなのか、夜に起こったとか、そういうふうな具体的な

対策というか、その辺ももう少し検討しないと、単に自助でひっくるめてしまうと、

なかなか対策がとれないんじゃないかと思うんですけれども、その辺はどうでしょう

か。 

小林委員長 これは専門部会でもうちょっと詰めていくということになると思います。そ

のときの話では切り口がいろいろあるだろうと。発生の時間とか起きる時間、それか

ら災害が起きる前とか後とかそういう切り口もあるだろうし、いろいろな切り口があ

るんだろうと思いますけれども、これからそのことについて専門部会で議論をしてい

っていければということで、専門部会の設置ということについて皆様方の意見をお聞

きしたいと思います。何かございますでしょうか。では、専門部会を設置するという

ことについては、委員の方々、ご賛同いただけますでしょうか。―はい、ありがとう

ございました。 

 それでは、地域防災については部会を設置することに決まりましたけれども、部会
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での具体的な審議内容につきまして、災害の発生前と災害の発生直後の自助、共助に

焦点を絞るということになると思いますが、そのことについて、やはり災害の発生時

間とか、そういうのも加味しなければいけないということも髙木委員からの指摘のと

おりだと思います。そういうことで焦点を絞って進めたいと思いますが、そういう方

向でいかがでしょうか。亀ヶ谷さん、どうぞ。 

亀ヶ谷委員 先ほど宮前区の地域防災計画ということについて行政さんの方から説明

をいただいたんですが、ちょっとその自助、共助というところについての考え方なん

ですが、例えば私は４年ほど前まで野川の町内会の方の理事をやっていまして、当然

のことながら、野川町内会の方にも防災ネットワークというのがあるんですね。その

中でいろんな救護班とか避難班だとか消火班とかとあるんですが、これはいい悪いじ

ゃなくて、例えば野川の町会の場合には２年ずつ任期で変わるわけなんです。そうす

ると、２年で任期が変わるために、自分が例えば担当理事になったときにどういう立

場の防災ネットワークの中に組み込まれているということを理解するまでに１年ぐら

いかかるわけですね。その実際の活動を体験しないまま理事の任期が終わるというの

が野川の場合にはあるわけなんです。そうなると、そのときに思ったんですけれど

も、せっかくすばらしいネットワークの組織があっても、これは実際に災害が起きた

ときにうまく活躍はしないなというふうに思ったんですね。 

 これは１点質問というのは、例えば町会とか自治会という組織が防災の場合の受け

皿みたいな形になっているんですけれども、地域によってはその任期ですとか期間を

含めて違いがあるわけですね。自助と共助ということを進めていく中で、エリアの中

で別な防災組織をつくるということが可能かどうかということを１点ちょっと行政さ

んの方のお考えを質問したかったんですが。 

橋本地域振興課長 地域振興課長の橋本でございます。今の亀ヶ谷委員のご質問でござい

ますけれども、実は私どもの地域振興課が事務局を務めております自主防災組織連絡

協議会、そちらの中でも今の件に、いわゆる人が例えば１年単位でかわる、２年単位

でかわるということで、そこら辺の問題は出ておりまして、また逆に私ども行政の方

といたしましても、その部分、危惧しておりまして、自主防災組織連絡協議会の役員

会の中でも実はお話をさせていただいております。 

 今、行政としての考え方でございますけれども、先般、昨年の区民会議で、いわゆ

る防災ネットワーク会議、避難所運営会議が立ち上がっていっていないというよう

な、機能していないというようなお話をさせていただきましたけれども、実は19年

度、いわゆる各避難所の取り組みを進めていこうということで、各避難所ごとの避難

所開設運営マニュアル、それをつくっていこうと、そういう過程の中で各避難所単位

のいわゆる自主防災組織、学校、ＰＴＡを含めた形で協議をしていこうと思っていま

す。その中でまたこのことについて、いわゆる防災について、これは１年、２年では
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厳しいので、いわゆる継続性の中でやっていけるかどうかの可能性を追求していきた

いというふうに考えております。 

 また、実はこれはちょっとその自主防災組織連絡協議会の役員会の中でざっくばら

っち話したことがあるんですけれども、私は今港北区に住んでおるんですけれども、

小学校のところが地域防災拠点になっておりまして、そこの防災の避難所運営のとこ

ろの主力はＰＴＡのＯＢが主力になっております。６町内会・自治会から成り立って

いるので、やっぱり町会の人事に左右されると継続性がない。ＰＴＡのＯＢだと、い

わゆる縦のつながりもあって、その人間が核となって町内会・自治会を取り込んで体

制を組もうと。ですので、地域によっていろんな形がとれるんじゃないかなというふ

うに思っておりますので、今後、その避難所の関係に取り組む中において皆さん方と

ご相談して、その地域地域に応じたいい防災の体制を考えていければというふうに思

っております。 

小林委員長 ありがとうございました。部会でいろいろ討議をしなきゃいけないことは山

ほどあるかと思います。ともかく専門部会をつくりまして、そこで議論を深めていき

たいというふうに思います。 

渡辺委員 企画部会の渡辺です。先ほどお話がありましたように、この防災計画、４月の

企画部会でご報告を受けていろいろ議論させていただいたんですが、５月の連休中で

したですか、新聞を見ていましたら、緊急地震速報がこの９月からテレビなどを通じ

て一般に流されるんじゃないかというようなニュースがちょっと載っておりまして、

改めてこの地域防災計画を見ましたら、東海地震については載っていますけれども、

それよりもっと確実性の高い10秒後には地震が来るという初期微動をとらえての地震

速報、これがテレビで流れた場合にどういうふうに対応したらいいかというのは、や

はりこの防災計画にも触れておいた方がいいんじゃないかなというふうに思いました

ので、その辺、いかがなものかと思いまして質問させていただきます。 

小林委員長 じゃ、いかがでしょうか。 

安藤総務企画課長 この計画の指針策定の段階が、実は昨年の11月をもって総務局危機管

理室を中心に公募の市民の方、専門家の方々が集まりまして７区共通の部分の指針策

定がありました。その中には残念ながらその件についてはその段階では記載がなく現

段階に至っております。先ほど申し上げましたとおり、また部会等でご議論いただけ

れば、これが発展する、充実するという形の中でご提言等をいただければと。その後

にまた改定等が考えられるのかと存じます。 

小林委員長 どうぞ。 

永野副委員長 １つだけ意見を言わせていただきます。防災専門部会で検討していくわけ

ですけれども、この防災計画はいわゆる公助について体制づくりみたいなものが中心

になってきていると思うんですね。ですから、具体的には地震が起こった後、どうす
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るかというようなことがしっかりとできているんだと思います。それに向けて地震が

起こる前に各個人が準備しなきゃいけない、また地震が起こったときに地域の人たち

と協力しなきゃいけない、自助、共助について、その辺をしっかり具体的に考えてい

くこと。 

 もう一つ大事なことは、ここで議論していろんなことを決めたというか、考え出し

たことを区民全員が共有化するということ、伝えるということが非常に大事になると

思うんですね。この防災計画なんかをまとめ、また、この区民会議で専門部会をつく

っていろいろなことを議論するけれども、それが区民の皆さんに共有化されないと何

の意味もない。ですから、この区民会議で、専門部会で検討することは、案をつくる

ことと同時に、それをどうやって区民に共有化させていくか、その辺までちょっと議

論できたらいいなというふうに思っています。 

小林委員長 はい、どうぞ。 

末澤委員 私、何回も言っているんですけれども、自治会に入っていない賃貸マンション

というのは非常に多い。あと入れかわりが激しい土地というのが宮前区の特徴だと思

うんですね。例えば来たばかりのときにも災害というのは起こり得るというふうに思

うんですね。地域のことがわからないうちにも。今、永野委員がおっしゃったような

区民が共有することが大事ということ、例えば転入の際に地域防災に関するパンフレ

ットが配られて、ここではこういう取り組みが行われているということが転入と同時

にわかるぐらいの取り組みがなされていればもう少しわかりやすいですし、例えば明

日のコミュニティにもかかわってはくるんですけれども、地域の中にまだ入っていけ

ない人とか参加し得ていない人、自治会とかにも属していない人、例えば小学校に入

ると、また小学校区という感覚が出てくるんですが、小学校に入らないぐらいの小さ

いお子さんをお持ちの家族というのは小学校区すらわからない場合もあると思うんで

すね。だから、そういった方にも伝わっていくような、入れかわりが激しいという特

性を踏まえた上で区民にこういったことをきちっと伝えていってほしいなというふう

に希望しています。 

小林委員長 問題点がたくさんあると思います。防災のことについては専門部会で、そう

いうことを全部できるかどうかは別としまして、ともかく専門部会をつくるというこ

とで皆さん方のご承認をいただけますでしょうか。―ありがとうございます。 

矢沢参与 行政に今ちょっとお聞きしたいんですが、特に宮前区の場合は68％はちょっと

手薄になってしまうと、そういう間に、たしか９月１日の防災計画の中では、一昨年

も犬蔵中学校の中学生をかなり動員して簡易のトイレの組み立てだとかいろいろ現場

の即実働部隊という取り組みをしたわけですね。ここにはその辺の中学生のいわゆる

協力体制、こういうものが全く入っていませんが、その辺はどんなふうに考えている

んでしょうか。 
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橋本地域振興課長 こちらの計画の方には盛り込まれていないんですが、実は来月、６月

24日に、私どもが事務局をやっているまちづくり協議会、そちらの方で防災を専門に

取り組んでいる部会があるんですけれども、そこと区で防災フェアというような形で

進めていこうと。その中で、今、矢沢参与がおっしゃられた中学生、高校生、そこの

部分、実はトイレのつくりとかそういう部分をちょっと中学生、高校生に体験、担っ

てもらえないかというようなことで、来月の中学校の校長会の方に私どもが行きまし

て、そのような形での取り組み、参加願えないかというような話をさせていただきま

す。したがって、また今後いろんな形をとっていく中で、やはり中高生の部分を取り

組んでいきたいというふうに考えております。 

矢沢参与 では、今お話しのとおりですから、専門部会で検討の上、またその辺もしっか

りと明記して、中学校、小学校の高学年も、やはり災害といったら自分がまずどうす

るのかというのは例えば心ある人はみんな思うわけですから、その辺も含めてやはり

自助、共助、公助の立場でしっかりとやっていくことが必要かな、こんなことを思い

ます。終わります。 

小林委員長 ありがとうございます。では、松井さん。 

松井委員 今出ました近所同士で支え合うということは非常に大事で、先ほどありました

町会に入ってもらえない人が大勢いるという、この問題、これはコミュニティにも通

ずるし、子育てにも通じる、すべてですよね。我々、今、地域の活動をやっていて、

時々いろんな発言を不動産屋さんにするんですけれども、不動産屋さんとか大家さ

ん、アパートとかマンションを持っている方、こういう方がそういうところにできる

だけ入ってもらいたいということを言ってくれている大家さんもいるらしいんです

ね。大家さんで中には建てかえてくれる人もいるということなんですが、その辺の問

題をこれからちょっと詰めて、できればそういうものをもうちょっと強制力を持って

やれるようなことを考えていかないと、なかなか皆さんの願っているいろんなコミュ

ニティがうまくいかないのかなというふうに思いますので、ちょうどいい機会なので

発言させていただきました。 

小林委員長 ありがとうございました。そろそろ時間が迫っておりますので、ここで、先

ほどはちょっと中途半端になっちゃったんですが、防災のことにつきまして専門部会

をつくるということを委員の皆さんにご承認いただいたということでよろしいでしょ

うか。―ありがとうございます。 

 それでは、これから地域防災部会の委員の選任をしたいと思います。自薦、他薦、

その前に私の方から提案させていただきますが、地域防災に関しまして町内会・自治

会のかかわりが不可欠でありますので、そうした意味では宇賀神委員、長谷川委員、

福本委員、渡辺委員には部会委員として参加していただきたいと思っています。ま

た、高齢者福祉と子ども部会の部会長さんでした鈴木さんと目代さんにも関連が多い
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ということがあると思いますので、委員に入っていただきたいというふうに思いま

す。 

 そのほか、自薦、他薦という形で委員として入っていただくというふうになると思

うんですが、自薦、他薦という形、どうでしょうか。特になければ、明日のコミュニ

ティにも企画にも入らない、子ども部会、それから高齢者福祉部会が一応終わりにな

りましたので、そこに入っておられました方も明日のコミュニティと企画に入らない

方は皆さんこの防災のところに入っていただくということでよろしいでしょうか、ど

うでしょうか、よろしいですか。そういうふうに委員を決めたいと思います。 

 委員の名前はどうですか、区役所の方から言っていただけますか。 

田邊総務企画課主幹 それでは、確認させていただきたいと存じます。お手元に名簿があ

るかと思うんですけれども、そうしますと、名簿の上から発表させていただきます

と、宇賀神委員、亀ヶ谷委員、末澤委員、鈴木恵子委員、長谷川委員、福本委員、松

本委員、目代委員、渡辺委員、以上９名ということでよろしゅうございましょうか。 

小林委員長 以上でよろしいでしょうか。そして、私と両副委員長はオブザーバーという

形でその会議には参加させていただきたいというふうに思います。よろしいでしょう

か。 

 それでは、最後にこの委員の方々、残っていただいて委員長を決めたいというふう

に思います。ありがとうございました。 

 

(4)区民会議委員の任期について 

小林委員長 あと次に、議事の４、区民会議委員の任期であります。昨年から実施になり

ました区民会議の委員につきましては任期が２年というふうにされておりましたけれ

ども、委員の任期について事務局から説明をいただきたいと思います。 

田邊総務企画課主幹 それでは、資料の７をごらんいただきながらご説明させていただき

たいと存じます。委員であります皆様の任期についてでございますけれども、この資

料７にもあるとおり、委員の皆さんの任期は２年ということでございまして、昨年、

平成18年の７月１日から２年間ということですので、平成20年の６月30日までとなっ

ております。今回、任期につきましては、区民会議条例の施行が18年４月１日という

こともありまして、その施行後直ちに委員の公募等を行った関係から、７月１日スタ

ートということになっております。 

 そういたしますと、今後の第２期、第３期の委員さんの任期につきましても２年置

きということですので、７月１日からということで切りかえということになるわけで

ございますけれども、ここで事務局といたしましても、委員さんの任期の始まりと終

わりがいつが一番適切なのかということを考えるに至りました。私ども行政側の理由

で申しますと、年度の切りかえでございます４月１日を基準としますと区切りがよい
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というのも１つでございますし、またさらに、翌年度の予算要求のスケジュールを考

えましても、委員の改選につきまして、早い段階から活動をしていただければ、予算

要求に反映できるのではないかというメリットもございます。 

 また、委員の皆様の認識といたしましても、例えば平成18年、19年度の２年間委員

を引き受けていただいたというような認識をお持ちの方もいらっしゃるようですし、

また、宮前区の昨年度の活動スケジュールを見ましても、２月に18年度最後、第４回

目の会議を開催し、３月には区民フォーラムも開催して１年間の区切りをつけたとい

うようになっておりまして、既に年度を意識したような活動実績もございます。この

実績を踏まえまして、今年度につきましても２月に、こちらの資料にもございますと

おり、第４回目の最後の会議を開催しまして、願わくば３月に総仕上げの区民フォー

ラムを開催して有終の美を飾れれば、４月から新しいメンバーにまた会議をゆだねる

ことが可能ではないかということで、こういった流れも自然ではないかというふうに

考えました。 

 そこで、事務局といたしましては、長い目でこの会議を見まして、委員の任期の始

期、終期をどこで区切るのが一番よろしいのかということを企画部会に諮りまして、

ぜひご議論いただければということでご提起させていただいた次第でございます。 

小林委員長 ありがとうございました。委員の任期につきましては委員全員の了解のもと

に変更が可能ということだそうです。企画部会でも委員の任期につきまして協議いた

しましたけれども、区民会議の運営上、それから事業計画の流れ、そういうことを考

えまして３月末というのが最もよい、次の委員の方がやりやすいようにした方がいい

という意見でございました。ここで皆さんのご了解がいただければ、私たちの委員の

任期を20年３月末までというふうにしたいと思いますが、いかがでしょうか。―よろ

しいですか。特に反対がありませんので、ご了解が得られましたので、私たちの第１

期の区民会議の委員につきましては３月の末ということにさせていただきます。それ

まではぜひ審議にご協力をいただきたいと思います。 

 大変申しわけありません、戻りまして、先ほど地域防災につきまして具体的な部会

での審議を災害の発生前と発生直後の自助、共助に焦点を絞って議論をしていこうと

いう話をちらっとしましたが、これにもう絶対限定しなきゃいけないというわけでは

ないんですが、とりあえずこの発生前と発生直後のことについての議論を深めていた

だきたいというふうに思っておりますが、皆さん、委員の方、了承いただければ、そ

のような方向で防災の専門部会を審議していっていただきたいというふうに思いま

す。いかがでしょうか。よろしいでしょうか。これはもうこれしかやっちゃいけない

ということではないというふうにご理解いただきたいと思います。よろしいでしょう

か。―では、委員の方の了承をいただいたというふうにいたします。 
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４ その他 

小林委員長 それでは、そのほか、事務局の方から何かございますでしょうか。 

田邊総務企画課主幹 それでは、何点か簡単に配付資料等の説明をさせていただきたいと

存じます。資料の８ということでございまして、前回３月に開催いたしました区民フ

ォーラムのアンケート結果をつけさせていただきました。これにつきましては25名の

方からのアンケートをいただいてございますので、後ほどご参照いただければと存じ

ます。 

 続きまして、２点目でございますけれども、お手元に配付してございます「地域の

課題を解決してくれる団体大募集！」という資料がございます。これにつきまして

は、区では協働推進事業の一つといたしまして、地域の課題解決に向けて取り組んで

くれる団体を今後募集していくということでございます。これにつきましては、この

資料の中にもありますとおり、昨年度、区の課題としまして区民の皆様に提案を呼び

かけたところ、25件ほどの提案がございました。その中から趣旨に最も適しているも

のということで上位３つを抽出させていただきまして、今後の事業化につなげたいと

いう状況でございまして、その３つは何かと申しますと、１つが緑の保全、創出、育

成に向けた市民活動団体のネットワーク化、緑の回廊マップづくりということ、それ

から２つ目が犯罪の抑止、景観保持に向けた落書き消し、それから３点目につきまし

ては地域への参加機会の創出、中学生等からまちを題材に映像作品を募集という３点

を選定させていただきました。これに基づきまして、今度はこの提案を実現していた

だく受け皿をさらにコンペディションによって選考したいというふうに考えておりま

して、その作業をまさに今進めているということをご報告させていただきたいと存じ

ます。 

 また、この３点以外に漏れたもの等につきましても、区が区民の皆様から把握しま

した区の課題としてお手元の資料５、６等の中に反映させております。 

 続きまして、３つ目の報告といたしまして、お手元に「川崎市都市計画マスタープ

ラン宮前区構想」という冊子物、こちらでございます。これを配付させていただきま

した。これにつきましては、昨年度、区民会議の中でもお話し合いの場を設けさせて

いただきましたけれども、本年３月にこのような形でまとまりましたので、一応資料

としてご提供させていただいております。これにつきましては市の売店等におきまし

ても有料で頒布をさせていただいているものでございます。 

 この中身につきまして、場合によりましては、区民会議からの要請があれば、まち

づくり局の方ではいつでも出張してまいりましてご説明をするという体制を整えてお

るということでございますので、その辺のご要望をいただければ段取りを組みたいと

いうふうには考えております。 

 それから、最後でございますけれども、お手元にございます宮前観光協会の設立と
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いうことでございます。お手元のチラシにもありますとおり、いよいよ観光協会設立

ということで、来月、６月23日にこの設立総会を行うことが決定いたしました。今、

それに向けまして鋭意準備を進めるとともに、会員の募集を行っております。きょう

現在でございますけれども、個人会員111名、団体会員16名、法人会員７というような

応募をいただいておりまして、日々ふえ続けている状況でございますが、皆様の中に

も趣旨にご賛同いただければ、ぜひ会員となって加入していただければ幸いと存じま

す。ということでご案内とさせていただきます。 

小林委員長 ありがとうございました。何かご質問はございますでしょうか。はい、浅野

さん、どうぞ。 

浅野委員 浅野でございますけれども、どこで質問しようか、非常に迷っていて、それか

ら、もともとがちょっとあいまいなことなので、それを確かめさせていただきたいと

いうのがあって、地域防災計画の中に危険箇所のマップがあると思うんですけれど

も、資料の10です。「宮前区の急傾斜地崩壊危険箇所データ」、これは神奈川県の方

で指定しているか何かで、神奈川県の方のホームページを見ればこれが載っているら

しいんですが、ちょっとほかのある方から聞いたのでふたしかなので申しわけないん

ですけれども、市の方で開発許可がおりて、建築した結果、この危険箇所に指定され

たところが初山地区かどこかであったような話に聞いているんですが、その市の建築

許可なり開発許可がこういう危険箇所データをもとに許可をされているかと思うんで

すけれども、その結果として危険箇所に指定されたような話みたいな、そういうなの

があるので、この危険箇所についての考え方を県が指定するんじゃなくて、市が積極

的に検討を加えたらどうかという話をちょっとされている方がいらっしゃったんです

けれども、これは市の方でも開発に当たってはこういうことを検討された結果、いわ

ゆる許可を、建築許可なり開発許可なりをされているんでしょうか。それともそれは

また別に状況的に特に問題がないからということで、実際そういうので後から危険箇

所として指定されたようなところがあるのかどうか、もしあれでしたら、次回までで

も結構ですの。 

小林委員長 それはすぐ……。 

田邊総務企画課主幹 ちょっとすぐに正確なお答えは難しいかと思いますので、次回の宿

題とさせていただければ幸いです。 

小林委員長 では、そのようにお願いいたします。 

 それでは、そろそろ終わりに近いんですが、今年度の区民会議での審議過程につき

ましては、地域防災と地域コミュニティの２つに絞って審議するということに決まり

ました。皆様方のこれからの本当に汗をかいていただくようになると思いますが、ど

うぞよろしくお願いしたいというふうに思います。 

 それでは、あと参与の先生方でおくれて参られた浅野先生と石川先生、ちょっと自
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己紹介方々。 

浅野参与 どうも皆様、ご苦労さまでございました。遅くなりまして申しわけございませ

ん。本日夕方から農業委員会が開催されておりまして、農業委員でございますので、

現在、そちらに参加させていただいておりましたので、おくれてしまいまして、大変

申しわけございませんでした。いよいよ専門部会の声もこういうふうに届いてまいり

まして、私自身、参与としてお聞かせいただきながら、議員や職員には思いつかない

思い切った皆様のご意見をご期待しつつ、これからの活動を見守っていきたいと思い

ますので、どうぞよろしくお願いいたします。ご苦労さまでございました。 

石川参与 どうも遅参いたしまして申しわけありませんでした。共産党の市会議員をして

おります石川ケンジでございます。コミュニティの問題にしても、きょうの論議を聞

いておりましても、広範な、また非常に即効果が出るということではないかと思いま

すが、こうした地道な取り組みの中でそういうことが育っていけばということで、そ

の一助をぜひ私も担っていきたいなというふうに思っております。よろしくお願いい

たします。 

小林委員長 それでは、先ほど議員の方々との意見交換の場をつくるということにつきま

して委員の方々の賛同を得ましたけれども、参与の方々にご意見を伺わなかったんで

すが、参与の方々もよろしいでしょうか、いかがでしょうか。―それでは、ぜひお時

間をとっていただければありがたいというふうに思います。よろしくお願いいたしま

す。 

 それでは、時間が参りました。この辺で予定された議事は全部終了することができ

ました。ありがとうございます。次回は区民会議、８月の上旬を予定しておりますの

で、お忙しいとは思いますが、よろしくお願いいたしたいというふうに思います。 

 長時間ありがとうございました。進行を事務局の方にお渡ししたいと思います。あ

りがとうございました。 

司会 小林委員長、ありがとうございました。また、本日は委員、参与の皆様におかれま

しては、長時間にわたりまして熱心にご討議をいただきまして、まことにありがとう

ございます。 

 それでは、最後になりますが、閉会に当たりまして、区長より一言あいさつをさせ

ていただきたいと存じます。よろしくお願いします。 

区長 本当に長時間ありがとうございました。皆様からご提案いただいた課題解決策への

取り組みにつきましても、区民の皆様方からご報告いただきましたし、また、私ども

も行政の取り組みを紹介させていただきました。いよいよ本格的に解決に向かってこ

の区民会議が動き出したなということを実感としてきょうは感じさせていただきまし

た。本当にありがとうございます。来年３月のゴールラインが非常に楽しみになって

まいりまして、大いに期待をさせていただきたいと思います。 
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 それから、明日のコミュニティ部会も論点の集約がなされて、今後これからの検討

していく方向性がきちっと打ち出されましたので、これからの専門部会の論議に期待

をさせていただきます。さらにはまた、地域防災についても新たな部会ができて、こ

れから議論していただくと。 

 したがいまして、これからの残る３回の区民会議は、高齢者福祉と子育て支援への

取り組みの報告と議論、そして２つの専門部会からのご意見、そして議論、この３本

柱で進んでいくことと思われますので、どうぞよろしくお願い申し上げます。 

 最後になりますが、参与の皆様、今回は改選期でございましたけれども、引き続き

この区民会議に対するご助言、ご指導をいただきますようお願い申し上げて、閉会の

ごあいさつといたします。本日は長時間ありがとうございました。（拍手） 

小林委員長 それでは、地域防災の委員に選ばれた方はちょっとお残りいただきたいと思

います。 

 それから、番外で大変恐縮ですが、鈴木さんが「タッチ」という情報誌をつくっ

て、最新版で1000円ということでつくっていただきましたので、皆さん、協力をして

いただきたいというふうに思います。ありがとうございました。 

司会 ありがとうございました。それでは、これをもちまして平成19年度第１回宮前区区

民会議を閉会いたします。ありがとうございました。 

午後8時40分閉会 

 


